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は
じ
め
に

　

十
七
世
紀
の
「
科
学
革
命
（scienti�c revolution

）」
が
、
近
代
文
明

（m
odern civilization

）
と
現
代
文
明
（post-m

odern civilization

）
の

形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
我
々
人
類
の
生
活
に
も
た
ら
し
た
果
実
は

計
り
知
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、
十
七
世
紀
の
時
点
で

は
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
空
間
的
・
時
間
的
な
規
模
で
、
我
々
人
類
に
対

し
て
、
解
決
困
難
な
問
題
を
突
き
付
け
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
そ
の

代
表
的
な
問
題
が
「
地
球
環
境
問
題
（global environm

ental 

problem
s

）
1
（

）」
で
あ
り
、
人
類
共
通
の
課
題
と
し
て
肥
大
化
し
て
い
る
現

在
、
そ
の
形
而
上
学
的
源
泉
と
し
て
の
「
自
然
観
（view

 of nature

）」

の
再
検
討
や
再
構
築
と
い
う
課
題
と
対
峙
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
段
階
に

入
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
科
学
と
宗
教
の
両
面
か
ら
「
自
然
」
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
立
場
を
重
視
す
る
。

　

そ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
本
稿
で
着
目
す
る
の
は
、
科
学
と
宗
教
の
調

和
を
志
向
し
た
廣
池
千
九
郎
（
一
八
六
六
│
一
九
三
八
）
と
廣
池
が
提
唱

し
た
「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
（M

oralogy

）」
の
自
然
観
で
あ
る
。
ま
ず
、
廣
池

及
び
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
自
然
観
が
極
め
て
広
範
囲
に
及
ぶ
も
の
を
対
象
と
す

る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
先
行
研
究
で
は
、
そ
の
自
然
観
に
は
、

「
自
然
（
界
）」、「
神
〈
本
体
〉」、「
宇
宙
」
の
内
容
、「
自
然
の
法
則
」、

廣
池
千
九
郎
の
自
然
観
と
そ
の
現
代
的
意
義

│
│
科
学
と
宗
教
の
対
話
、
そ
し
て
調
和
へ
│
│

竹 

中　

信 

介

目　

次

は
じ
め
に

一　

廣
池
千
九
郎
の
倫
理
・
道
徳
思
想
に
お
け
る
自
然
観
の
位
置
づ
け

二　

廣
池
千
九
郎
の
事
跡
と
思
想
に
見
る
自
然
観
と
そ
の
現
代
的
意
義

三　
『
道
徳
科
学
の
論
文
』
に
見
る
超
越
的
存
在
と
自
然
と
人
間
の
関
係
性

お
わ
り
に



No. 82, 2019　40モラロジー研究

「（
宇
宙
根
本
唯
一
の
）
神
（the basis of the universe, the only 

G
od

）」
と
い
う
超
越
的
存
在
と
「
伝
統
（the line of succession, 

ortholinon

）」
と
い
う
過
去
世
代
（the past generations

）
の
恩
人
の

系
列
を
重
視
す
る
こ
と
で
あ
る
。
廣
池
及
び
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
自
然
観
の
基

本
的
な
立
場
と
し
て
、
こ
の
超
越
的
存
在
は
、
自
然
と
同
一
視
さ
れ
る
場

合
が
あ
る
の
で）

4
（

、
そ
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
あ
る
超
越
的
存
在
と
自
然
と

人
間
の
関
係
性
を
探
る
こ
と
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
関
係
性
を
念
頭
に

置
い
て
考
察
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の
中
心
軸
と
な
る
。

　
「
伝
統
」
と
い
う
過
去
世
代
の
恩
人
の
系
列
と
「
自
然
」
の
関
係
に
関

し
て
は
、
最
高
道
徳
の
実
行
面
に
深
く
関
係
す
る
問
題
で
あ
り
、「
自
然

の
法
則
（law

 of nature

）」
に
従
う
こ
と

0

0

0

0

、
あ
る
い
は
「
伝
統
」
を
尊0

重
す
る
こ
と

0

0

0

0

0

等
の
実
践
的
な
道
徳
実
行
論
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
伴
う
価
値

論
と
し
て
展
開
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
基
本
的
に
取
り
上

げ
な
い
こ
と
に
す
る
。
本
稿
で
考
察
す
る
の
は
、 

あ
く
ま
で
モ
ラ
ロ
ジ
ー

に
お
い
て
、
超
越
的
存
在
と
自
然
と
人
間
の
関
係
性
が
、
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
ら
れ
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
存
在
0

0

論
的
な
問
い

0

0

0

0

0

で
あ
り
、
価
値
論
的
な
問
い
で
は
な
い
こ
と
を
明
記
し
て
お

き
た
い
。

　

な
お
、
価
値
論
的
な
問
い
と
の
関
わ
り
で
は
、
先
ほ
ど
の
「
自
然
の
法

則
に
従
う
」
あ
る
い
は
「
伝
統
を
尊
重
す
る
」
こ
と
以
外
に
も
、「
義
務

を
先
行
す
る
」、「
自
我
を
没
却
す
る
」、「
神
意
を
実
現
す
る
」、「
人
心
を

開
発
救
済
す
る
」
と
い
う
「
行
為
（
方
法
）」、
そ
れ
か
ら
、
そ
の
背
後
に

「
天
地
自
然
の
法
則
」、「
宇
宙
自
然
の
法
則
」、「
神
の
心
」、
そ
し
て
「
慈

悲
寛
大
自
己
反
省
」
と
い
う
人
間
の
精
神
作
用
、
あ
る
い
は
動
物
と
人
間

と
自
然
・
神
・
宇
宙
の
相
互
関
係
、
生
命
の
連
絡
の
事
実
、
連
帯
の
事
実

と
問
題
、
相
互
扶
助
、
万
物
生
成
化
育
の
働
き
、
生
存
競
争
、
進
化
論
的

思
想
等
が
包
含
さ
れ
て
い
る）

2
（

。

　

本
稿
で
は
、
廣
池
及
び
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
自
然
観
と
し
て
は
、
そ
の
対
象

を
特
に
地
球
環
境
問
題
に
直
接
的
に
関
係
す
る
「
山
川
草
木
」
あ
る
い
は

「
森
羅
万
象
」
を
意
味
す
る
「
自
然
」
と
の
関
わ
り
に
限
定
し
、
そ
れ
に

廣
池
の
事
跡
と
思
想
の
検
討
を
加
え
て
考
察
し
た
い
。
事
跡
面
で
は
廣
池

の
自
然
観
が
最
も
よ
く
具
現
化
さ
れ
て
い
る
「
谷
川
講
堂
建
設
時
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
」
を
、
思
想
面
に
関
し
て
は
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
中
心
的
原
典
で
あ
る

『
道
徳
科
学
の
論
文）

3
（

』
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
前
者
の
選
定
理
由

は
、
谷
川
講
堂
の
建
設
時
に
廣
池
が
実
地
に
、
谷
川
岳
の
大
自
然
と
の
関

わ
り
の
中
で
、
門
人
に
対
し
て
数
多
く
の
教
訓
を
残
し
て
い
る
た
め
、
廣

池
の
自
然
観
が
比
較
的
把
捉
し
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。
後
者
の
そ
れ
は
、

『
道
徳
科
学
の
論
文
』
が
廣
池
の
倫
理
・
道
徳
思
想
を
最
も
体
系
的
に
示

し
た
書
物
で
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
全
体
像
が
把
握
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。

　

廣
池
の
提
唱
し
た
モ
ラ
ロ
ジ
ー
に
お
け
る
中
心
的
な
主
張
は
、「
最
高

道
徳
（Suprem

e M
orality

）」
の
理
解
と
実
行
の
必
要
性
で
あ
る
。
そ

の
最
高
道
徳
の
特
色
は
、「
因
習
的
道
徳
・
普
通
道
徳
（traditional or 

conventional m
orality, com

m
on m

orality

）」
と
一
線
を
画
す
る
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め
の
具
体
的
な
方
法
と
し
て
、
世
界
の
諸
聖
人
（
特
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
、
釈
迦
、
孔
子
）
及
び
日
本
の
天
照
大
神
を
祖
と
す
る

歴
代
天
皇
の
事
蹟
研
究
と
自
身
の
体
験
を
も
踏
ま
え
、
過
去
の
道
徳
的
恩

恵
に
対
す
る
感
激
と
感
謝
、
そ
の
精
神
か
ら
生
じ
る
自
発
的
な
道
徳
行
為

で
あ
る
「
伝
統
尊
重
」、
そ
し
て
積
極
的
に
未
来
へ
と
希
望
を
つ
な
ぐ

「
人
心
開
発
救
済
」
と
い
う
利
他
的
行
為
に
、
人
間
と
し
て
の
生
き
る
道

を
見
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
廣
池
は
自
身
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
集
大
成
と
し
て
、
そ
の
道

を
歩
ん
だ
者
（
個
人
・
家
・
企
業
・
国
家
等
）
自
身
が
、
未
来
に
向
か
っ

て
持
続
可
能
な
「
進
化
」（
個
人
・
家
・
企
業
・
国
家
等
の
生
存
・
発
達
、

運
命
の
改
善
）
を
期
待
で
き
る
未
来
志
向
型
の
学
問
と
し
て
、
モ
ラ
ロ
ジ

ー
を
世
に
問
う
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
果
た
し
て
、
我
々
現
在
世
代
の
人
類
は
過
去
あ
る
い
は
過
去

世
代
か
ら
の
恩
恵
を
受
け
取
っ
て
き
た
事
実
を
認
識
あ
る
い
は
自
覚
し
、

そ
れ
に
報
い
る
よ
う
な
生
き
方
を
し
て
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
廣
池
は
自
ら

の
生
き
た
時
代
情
勢
に
鑑
み
、
忘
恩
に
陥
り
や
す
い
人
類
社
会
の
現
状
を

重
く
受
け
止
め
、
そ
の
こ
と
に
対
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
続
け
た
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
よ
う
に
恩
恵
享
受
の
認
識
・
自
覚
が
な
い
た
め
に
恩
返
し）

9
（

が
で

き
な
い
原
因
を
、
廣
池
は
「
利
己
主
義
（egoism

）」
あ
る
い
は
、「
個

人
主
義
（individualism

）」、「
民
主
主
義
（dem

ocratism

）」
と
い
っ

た
近
代
の
思
想
的
風
潮
に
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
も
、
こ
の
よ
う
な

廣
池
の
問
題
意
識
を
共
有
し
て
い
る
。

あ
る
「
動
機
（
や
目
的
）」
な
ど
を
問
題
に
し
た
新
た
な
議
論
が
必
要
な

た
め
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
よ
う
な

手
順
を
踏
む
理
由
は
、
果
た
し
て
廣
池
自
身
が
「
ヒ
ュ
ー
ム
の
法
則

（H
um

e’s law
）
5
（

）」
あ
る
い
は
「
自
然
主
義
的
誤
謬
（naturalistic 

fallacy

）
6
（

）」
を
犯
し
て
い
な
い
、
と
言
え
る
の
か
ど
う
か
を
再
検
討
す
る

必
要
性
を
筆
者
が
感
じ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、

理
想
と
す
べ
き
「
最
高
道
徳
」、
特
に
過
去
世
代
に
当
た
る
「
伝
統
」
の

尊
重
及
び
、
現
在
世
代
（the present generations

）
と
未
来
世
代

（the future generations

）
を
含
め
た
人
々
の
人
心
開
発
救
済
の
実
行

の
価
値
（「
〜
す
べ
き
で
あ
る
」）
を
問
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の

前
に
存
在
論
的
な
視
点
か
ら
超
越
的
存
在
と
自
然
と
人
間
の
関
係
性

（「
〜
で
あ
る
」）
を
把
捉
す
る
必
要
が
あ
る
と
、
筆
者
自
身
、
考
え
て
い

る
か
ら
で
あ
る）

7
（

。

一　

 

廣
池
千
九
郎
の
倫
理
・
道
徳
思
想
に
お
け
る
自
然
観
の  

位
置
づ
け

　

廣
池
は
、
我
々
人
類
が
、
こ
れ
ま
で
連
綿
と
永
続
し
て
き
た
宇
宙
自
然

（「
神
〈
本
体
〉」
と
し
て
の
超
越
的
存
在
）、
あ
る
い
は
「
伝
統
」
と
い
う

過
去
世
代
の
恩
人
の
系
列
か
ら
、
多
大
な
恩
恵）

8
（

を
継
承
し
て
き
た
事
実
を

認
め
、
当
時
の
最
先
端
の
科
学
と
学
問
の
見
地
も
踏
ま
え
て
、
そ
れ
ら
の

恩
恵
に
報
い
る
こ
と
が
人
類
進
化
の
法
則
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
の
た



No. 82, 2019　42モラロジー研究

る
。
し
か
し
、
廣
池
及
び
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
自
然
観
と
そ
の
現
代
的
意
義
を

再
考
す
れ
ば
、
地
球
環
境
問
題
の
解
決
へ
の
示
唆
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
本
稿
の
基
本
的
な
立
場
を
述
べ
て
お
け
ば
、
現
代
で
は
主
と
し

て
科
学
の
研
究
対
象
で
あ
る
「
自
然
」
と
、
宗
教
や
信
仰
の
領
域
に
あ
る

超
越
的
存
在
（「
神
」）
と
を
学
問
的
に
分
離
し
な
か
っ
た
廣
池
及
び
モ
ラ

ロ
ジ
ー
の
自
然
観
は
評
価
に
値
す
る
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
は
、
筆
者
自

身
、
科
学
と
宗
教
の
対
話

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
道
が
、
地
球
環
境
問
題
の
解
決
に
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
立
場
を
取
る
か
ら
で
あ
る
。
自
然
（
地
球
環
境
）
を
め

ぐ
る
科
学
的
な
分
析
と
、
自
然
（
超
越
的
存
在
／
神
）
へ
の
畏
敬
の
念
が

重
な
り
合
う
と
こ
ろ
に
、
希
望
あ
る
地
球
と
人
類
の
未
来
が
拓
け
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

い
ま
述
べ
た
こ
と
は
、
現
時
点
で
は
倫
理
的

0

0

0

な
理
想
論
の
域
か
ら
脱
し

て
い
な
い
恐
れ
も
あ
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
本
稿
の
終
わ
り
で
、

「
深
遠
の
信
仰
は
科
学
と
合
す
」
と
い
う
格
言
を
残
し
た
廣
池
の
道
徳
論

0

0

0

と
の
関
連
で
再
び
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

二　

 

廣
池
千
九
郎
の
事
跡
と
思
想
に
見
る
自
然
観
と 

 

そ
の
現
代
的
意
義

　

本
章
で
は
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
提
唱
者
で
あ
る
廣
池
千
九
郎
の
自
然
観
に

焦
点
を
当
て
た
先
行
研
究
を
取
り
上
げ
、
廣
池
の
自
然
観
の
現
代
的
意
義

　

で
は
、
廣
池
の
生
き
た
時
代
（
一
八
六
六
生
│
一
九
三
八
没
）
に
最
も

深
刻
で
あ
っ
た
地
球
規
模
で
の
危

0

0

0

0

0

0

0

機0

）
10
（

は
何
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
ま

ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
「
戦
争
（w

ar

）」
で
あ
ろ
う
。
廣
池
が
、
人
類
が

進
む
べ
き
道
と
し
て
提
唱
し
た
の
は
、
そ
の
戦
争
の
対
極
に
あ
る
「
平
和

（peace

）」
で
あ
り
、
生
涯
、
平
和
へ
の
志
向
性
を
持
ち
続
け
た）

11
（

。

　

廣
池
が
当
時
の
社
会
・
国
際
情
勢
に
鑑
み
、『
道
徳
科
学
の
論
文
』（
一

九
二
八
年
初
版
発
行
、
第
一
巻
第
九
章
上
・
下
）
に
お
い
て
識
者
に
具
体

的
に
訴
え
た
の
は
、「
人
類
の
平
和
及
び
幸
福
享
受
の
方
法
に
関
す
る
現

代
人
の
思
想
の
誤
謬）

12
（

」
と
、「
労
働
問
題
・
小
作
争
議
・
国
家
的
公
共
事

業
・
社
会
事
業
も
し
く
は
慈
善
事
業
に
対
す
る
貴
族
・
富
豪
・
資
本
家
な

ら
び
に
地
主
の
方
針
及
び
方
法
の
誤
謬）

13
（

」
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
廣
池

は
、
そ
れ
ら
の
誤
謬
を
道
徳
的
方
法
で
正
さ
な
い
限
り
、
人
類
の
安
心
・

平
和
・
幸
福
は
実
現
し
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
で
中
心
的
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
こ
こ
で
示
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
人
間
社
会
内
だ
け
の
不
和
で
は
な
く
、
人
間
と
自
然
の

間
の
不
和）

14
（

で
あ
る
。
そ
の
代
表
的
事
例
が
、
現
代
の
人
類
が
直
面
し
て
い

る
共
通
課
題
の
地
球
環
境
問
題
で
あ
り
、
本
稿
で
は
、
そ
の
解
決
へ
の
道

を
探
る
手
が
か
り
と
し
て
、
廣
池
及
び
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
思
想
（
自
然
観
）

に
注
目
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
廣
池
の
生
き
た
時
代
に
は
、
地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
が

ま
だ
深
刻
化
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
地
球
環
境
問
題
に
関
す
る
廣
池
自

身
に
よ
る
直
接
の
発
言
や
提
言
が
見
ら
れ
な
い
点
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
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え
ば
、
目
黒
章
布
（
一
九
八
三
）、
松
浦
勝
次
郎
（
一
九
九
二
、
一
九
九

五
、
二
〇
〇
〇
a
、
二
〇
〇
〇
b
）、
立
木
教
夫
（
一
九
九
六
、
一
九
九

九
）、
大
野
正
英
（
二
〇
〇
六
）、
伊
東
俊
太
郎
（
二
〇
一
〇
、
二
〇
一

一
）、
岩
佐
信
道
（
二
〇
一
一
、
二
〇
一
三
）
ら
の
論
文
や
論
考
が
挙
げ

ら
れ
る
。

　

立
木
（
一
九
九
六
）
は
「
廣
池
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
、
洋
の
東
西
に

か
か
わ
ら
ず
、
人
類
が
す
で
に
と
ら
え
て
き
た
『
生
き
た
自
然
』
と
い
う

考
え
方
の
存
在
を
指
摘
し
、
そ
れ
を
現
代
的
に
再
構
築
す
る
必
要
を
示
唆

し
た
の
で
あ
る）

18
（

」
と
言
及
し
た
う
え
で
、「
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
入
っ

て
、
こ
の
問
題
は
、
ま
さ
に
人
類
の
生
存
を
左
右
す
る
深
刻
な
問
題
を
契

機
と
し
て
、
真
剣
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る）

19
（

。」
と
述

べ
、
廣
池
の
自
然
観
の
現
代
的
意
義
を
主
張
し
て
い
る）

20
（

。
ま
た
大
野
（
二

〇
〇
六
）
も
、
廣
池
の
「
生
命
の
連
絡
」
に
関
す
る
研
究
に
触
れ
つ
つ
、

そ
の
「
自
然
観
は
、
現
代
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
（
生
態
学
）
と
そ
の
基
本
的
認

識
を
同
じ
に
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い）

21
（

」
と
述
べ
、
現
代
の
学
問
（
生
態

学
）
と
の
関
連
性
に
言
及
し
て
い
る
。

　

一
方
、
伊
東
（
二
〇
一
〇
）
は
、「
他
人
事
の
関
係
」
で
は
環
境
問
題

を
解
決
で
き
な
い
と
主
張
し
、「
我
々
は
明
ら
か
に
自
然
の
一
部
」
で
あ

り
、「
自
然
は
長
い
進
化
に
よ
っ
て
繋
が
っ
て
い
る
我
々
の
兄
弟
」
で
あ

る
と
い
う
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、「
こ
う
い
う
立
場
が
確
立
し

た
と
き
に
環
境
問
題
に
対
す
る
態
度
が
変
わ
っ
て
く
る
。
科
学
の
見
方
も

違
っ
て
く
る
。
人
間
の
生
き
方
も
変
わ
っ
て
く
る
。
人
間
の
自
然
に
対
す

に
つ
い
て
考
察
す
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
廣
池
の
事
跡
と
思
想
の
両

面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
る
。
特
に
事
跡
面
で
は
「
谷
川
講
堂
建
設

時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
に
見
る
廣
池
の
自
然
観
を
、
思
想
面
で
は
『
道
徳
科

学
の
論
文
』
に
散
見
さ
れ
る
自
然
観
を
検
討
し
、
超
越
的
存
在
と
自
然
と

人
間
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
章
を
改
め
て
考
察
す
る）

15
（

。

（
一
）�

廣
池
千
九
郎
の
自
然
観
と
現
代
の
自
然
観
・
環
境
思
想
・
自
然
科
学

と
の
接
点

　

前
章
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
廣
池
の
展
開
し
た
モ
ラ
ロ
ジ
ー
に
お
け
る

倫
理
・
道
徳
思
想
や
道
徳
実
行
論
は
、
主
に
人
間
の
精
神
作
用
と
行
為
を

そ
の
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
と
同
時
に
あ

る
い
は
そ
れ
以
上
に
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
思
想
を
貫
く
も
の
と
し
て
、
自
然

と
人
間
の
関
係
、
さ
ら
に
超
越
的
存
在
と
自
然
と
人
間
の
関
係
が
大
き
な

位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

例
え
ば
、
廣
池
は
、『
道
徳
科
学
の
論
文
』
第
三
緒
言
の
「
第
二
条 

将

来
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
に
お
い
て
引
き
続
き
研
究
を
必
要
と
す
る
諸
項
目

の
大
要）

16
（

」
に
お
い
て
、
冒
頭
の
三
項
目
で
そ
の
関
連
の
研
究
に
言
及
し
、

後
進
へ
の
課
題
と
し
て
い
る
。
そ
の
三
つ
の
項
目
名
は
、「（
1
）
生
物
及

び
人
間
の
生
命
の
連
絡
に
関
す
る
研
究
」、「（
2
）
自
然
力
の
人
間
に
及

ぼ
す
影
響
と
一
般
生
物
に
及
ぼ
す
影
響
と
の
比
較
に
関
す
る
研
究
」、

「（
3
）
自
然
力
と
人
間
の
道
徳
と
の
関
係
の
研
究
」
で
あ
る）

17
（

。

　

そ
の
要
請
に
応
え
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
継
承
し
た
研
究
と
し
て
は
、
例
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theory

）
24
（

）」
や
、
自
然
を
「
自
分
で
自
分
を
つ
く
っ
て
い
く
、
新
し
い
秩

序
を
つ
く
り
出
し
て
ゆ
き
、
分
化
し
、
多
様
化
し
て
い
く）

25
（

」
も
の
と
捉
え

る
、「
創
発
自
己
組
織
系
（the em

erging self-organizing system

）」

と
し
て
の
自
然
と
い
う
見
方）

26
（

と
も
共
通
す
る
視
点
が
あ
り
、
そ
の
意
味
で

科
学
的
な
普
遍
性
を
持
ち
得
る
と
と
も
に
、
現
代
的
意
義
を
見
て
取
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る）

27
（

。
後
で
具
体
的
に
見
て
い
く
よ
う
に
廣
池
の
自
然
観

は
、
東
洋
（
日
本
）
の
文
化
的
影
響
が
色
濃
く
見
ら
れ
る
一
方
で
、
現
代

の
自
然
科
学
及
び
自
然
観
か
ら
も
再
評
価
で
き
る
、
普
遍
的
な
思
想
的
パ

ラ
ダ
イ
ム
を
内
包
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る）

28
（

。

（
二
）
事
跡
か
ら
見
る
廣
池
の
自
然
観
に
関
す
る
先
行
研
究

　

欠
端
（
一
九
九
一
）
は
、
生
存
競
争
の
渦
中
に
あ
っ
た
青
年
期
の
廣
池

の
反
自
然
的
な
生
き
方
か
ら
、
中
年
期
か
ら
最
晩
年
期
ま
で
の
「
自
然
的

な
生
き
方
」
へ
の
転
換
の
様
子
を
緻
密
に
描
き
出
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
最
晩
年
期
に
お
け
る
廣
池
の
「
自
然
的
な
生
き
方
」
を
象
徴
す
る
出
来

事
と
し
て
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
の
道
徳
科
学
専
攻
塾
開
設
時
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
引
き
合
い
に
だ
さ
れ
て
い
る）

29
（

。
そ
し
て
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か

ら
、「
広
池
は
、
生
命
あ
る
も
の
は
人
間
の
み
な
ら
ず
植
物
も
動
物
も
こ

れ
を
非
常
に
大
切
に
し
た）

30
（

」、「
広
池
は
常
に
人
間
と
自
然
界
の
生
命
と
が

調
和
を
保
っ
て
成
長
し
て
行
く
よ
う
配
慮
し
た）

31
（

」、「
広
池
の
自
然
的
な
生

き
方
と
は
、
自
然
の
中
に
生
ま
れ
て
来
た
人
間
が
、
極
力
自
然
と
調
和
し

て
生
き
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る）

32
（

」
な
ど
の
廣
池
の
自
然
的
な
生
き
方
に

る
態
度
が
変
わ
っ
て
く
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
二
十
一
世
紀
の
新
し
い

自
然
と
人
間
と
の
関
係
が
樹
立
さ
れ
る
」
と
主
張
す
る
。
さ
ら
に
、「
人

間
と
自
然
を
一
体
化
し
て
捉
え
る
廣
池
博
士
の
こ
の
自
然
観
、
倫
理
観
は

大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
」
の
で
、「
こ
の
よ
う
な
見
方
か
ら
廣
池
博

士
の
い
う
モ
ラ
ロ
ジ
ー
を
捉
え
な
お
し
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
大
切
な
の

で
は
な
い
か
」
と
述
べ
て
い
る）

22
（

が
、
特
に
こ
の
部
分
は
、
廣
池
の
自
然
観

の
現
代
的
意
義
を
考
え
る
う
え
で
す
こ
ぶ
る
重
要
な
指
摘
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
ら
の
研
究
か
ら
浮
か
び
あ
が
る
廣
池
の
自
然
観
（
あ
る
い
は
倫
理
観
）

の
特
徴
の
一
つ
は
、「
人
間
と
自
然
を
一
体
化
し
て
捉
え
る
」
こ
と
に
あ

る
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
「
廣
池
博
士
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
に

『
自
然
』
を
特
に
重
要
視
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
も
っ
と
追
及
さ
れ

て
よ
い
」
し
、「
そ
の
自
然
観
の
中
身
を
今
日
的
状
況
に
お
い
て
再
吟
味

し
て
み
る
こ
と
も
必
要）

23
（

」
で
あ
る
と
い
う
伊
東
（
二
〇
一
一
）
の
主
張

は
、
ま
さ
し
く
廣
池
の
自
然
観
を
研
究
す
る
こ
と
の
現
代
的
意
義
を
明
ら

か
に
し
た
至
言
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
廣
池
の
自
然
観
に
は
、
現
代
の
環

境
思
想
や
エ
コ
ロ
ジ
ー
論
に
通
ず
る
部
分
が
多
分
に
含
ま
れ
て
お
り
、
現

代
の
地
球
環
境
問
題
を
考
え
る
う
え
で
非
常
に
有
益
な
視
点
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
現
代
の
自
然
科
学
や
自
然
観
と
の
関
連
で
考
え
れ
ば
、
廣
池

の
自
然
観
に
は
、
地
球
が
生
物
と
相
互
に
関
係
し
合
い
環
境
を
作
り
上
げ

て
い
る
こ
と
を
、「
巨
大
な
生
命
体
」
と
し
て
捉
え
る
イ
ギ
リ
ス
の
科
学

者
ラ
ヴ
ロ
ッ
ク
（Jam

es Lovelock

）
の
「
ガ
イ
ア
理
論
（G

aia 
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こ
れ
は
木
と
木
の
間
に
家
を
建
て
る
際
、
土
台
を
作
る
た
め
に
根
を
切

っ
た
門
人
に
対
し
て
、
廣
池
が
語
っ
た
言
葉
で
あ
り
、
廣
池
の
自
然
観
を

表
現
す
る
際
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
例
え
ば

『
行
迹
』
の
中
で
大
野
は
、「
こ
の
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
廣
池
博
士
の
思

想
に
は
、
万
物
を
愛
し
、
育
て
て
い
く
精
神
が
一
貫
し
て
流
れ
て
い
ま

す
。
人
間
が
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、
や
む
を
え
ず
生
き
物
を
犠
牲
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
犠
牲
は
最
小
限
に
と
ど
め
、
ど
こ
ま
で

も
生
き
物
を
大
事
に
す
る
と
い
う
生
命
本
位
の
心
が
、
博
士
の
精
神
で
し

た）
36
（

。」
と
述
べ
、
こ
の
言
葉
か
ら
「
万
物
生
成
化
育
」
あ
る
い
は
「
生
命

本
位
」
と
い
う
廣
池
の
思
想
を
読
み
取
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
廣
池
の
「
生
き
物
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
的
で
あ
る
。
廣

池
の
自
然
観
は
、
抽
象
的
で
形
而
上
学
的
な
生
命
保
護
の
思
想
で
は
な

く
、
目
の
前
で
生
き
て
い
る
「
生
き
物
」
へ
の
愛
や
慈
悲
の
精
神
に
支
え

ら
れ
て
い
る
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
廣
池
の
神
（
本
体
）
観
や

伝
統
観
を
、
有
機
的
な
生
命
論
の
視
点
か
ら
包
括
的
に
捉
え
直
せ
ば
、
現

代
的
な
課
題
で
あ
る
地
球
環
境
問
題
や
環
境
危
機
の
克
服
の
た
め
に
社
会

制
度
変
革
へ
と
結
実
し
て
い
く
役
割
を
担
う
環
境
思
想
論
に
も
示
唆
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
廣
池
は
、
そ
の
よ
う
な
自
然
の
尊
重
が
人
間
の
尊
重
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。

目
的
は
家
を
建
て
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
た
め
に

注
目
し
て
い
る）

33
（

。

　

こ
れ
ら
か
ら
浮
か
び
上
が
る
廣
池
の
自
然
観
は
、
谷
川
講
堂
建
設
時
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
に
お
い
て
も
顕
著
に
表
れ
て
い
る
の
だ
が
、
欠
端
自
身
は
、

谷
川
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
大
野
は

「
廣
池
博
士
の
自
然
観）

34
（

」
と
題
し
た
論
考
で
、
そ
の
谷
川
で
の
廣
池
の
事

跡
を
検
討
す
る
と
こ
ろ
か
ら
論
を
説
き
起
こ
し
て
い
る
。

　

以
下
、『
谷
川
温
泉
の
由
来
』（
一
九
六
七
年
、
広
池
学
園
出
版
部
、
以

下
『
由
来
』）、『
伝
記 

廣
池
千
九
郎
』（
二
〇
〇
一
年
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研

究
所
、
以
下
『
伝
記
』）、『
廣
池
千
九
郎
の
行
迹
77
篇
』（
二
〇
〇
六
年
、

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
、
以
下
『
行
迹
』）
を
も
と
に
、
谷
川
講
堂
建
設
時

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
手
が
か
り
に
し
て
廣
池
の
自
然
観
を
詳
し
く
検
討
し
た

い
。（

三
）
谷
川
講
堂
建
設
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
見
る
廣
池
の
自
然
観

　

ま
ず
、『
由
来
』
で
は
、
自
然
物
の
生
命
保
護
に
対
す
る
廣
池
の
深
い

配
慮
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
な
ぜ
こ
の
木
の
根
を
切
っ
た
。
こ
の
木
の
根
は
生
き
て
お
る
ぞ
。

土
台
は
死
ん
で
お
る
ぞ
。
な
ぜ
お
前
は
生
き
物
を
大
事
に
せ
ん
の

か
」
と
言
っ
て
、
う
ん
と
し
か
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
生

き
物
を
大
事
に
せ
ん
の
か
と
い
う
、
そ
う
い
う
も
の
の
考
え
方
が
博

士
を
貫
い
て
い
る）

35
（

。
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則
」
の
具
体
的
な
内
容
を
理
解
す
る
に
は
、
立
木
（
一
九
九
九
）
の
論
文

な
ど
を
参
考
に
、
よ
り
緻
密
な
論
考
が
必
要
に
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、
廣
池

の
言
う
「
自
然
の
法
則
」
の
概
念
構
造
の
多
様
性
と
重
層
性
を
踏
ま
え
た

う
え
で
な
い
と
、
厳
密
な
意
味
で
廣
池
の
思
想
か
ら
事
跡
へ
の
架
橋
が
成

立
し
得
る
か
ど
う
か
が
確
定
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

続
い
て
、『
伝
記
』
に
は
神
壇
建
設
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
収
載
さ
れ
て
い

る
。

千
九
郎
は
、
専
攻
塾
建
設
の
場
合
と
同
様
に
、
ま
ず
い
ち
ば
ん
大
き

な
山
桜
の
木
が
あ
る
所
に
麗
澤
教
育
の
中
心
と
な
る
べ
き
神
壇
を
つ

く
っ
た
。
そ
の
ほ
か
の
建
設
計
画
は
、
木
と
木
の
間
に
建
物
を
つ
く

る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た）

39
（

。

　
「
山
桜
の
木
」
と
い
う
自
然
物
を
意
識
し
て
「
神
壇
」
を
建
て
る
と
い

う
発
想
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
は
、
自
然
と
超
越
的
存
在
の
間
に
、
あ

る
種
の
親
和
性
を
見
出
そ
う
と
す
る
廣
池
の
特
徴
的
な
自
然
観
で
あ
り
、

そ
れ
と
同
時
に
、「
い
ち
ば
ん
大
き
な
」
木
が
あ
る
場
所
を
選
ん
だ
と
い

う
点
も
非
常
に
興
味
深
い
。
木
の
大
き
さ
は
樹
齢
の
長
さ
を
示
す
も
の
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
木
の
存
在
自
体
が
、
そ
の
場
所
の
永
続
性
、
す
な
わ

ち
過
去
か
ら
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
安
定
的
に
存
在
し
て
き
た
こ
と
の

証
し
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
自
然
の
場
が

過
去
か
ら
連
綿
と
し
て
永
続
し
て
き
た
と
い
う
事
実
を
認
識
す
る
こ
と
に

生
き
物
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
は
最
小
限
に
し
て
、
生
き
物
を
大
事
に

し
な
け
れ
ば
い
か
ん
と
い
う
こ
と
が
、
人
間
を
尊
重
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
に
通
じ
て
い
く
と
思
い
ま
す
ね
。（
中
略
）
ど
ん
な
こ
と
を

や
る
時
で
も
人
格
本
位
、
生
命
本
位
で
す）

37
（

。

　

こ
れ
も
門
人
の
回
顧
で
あ
る
が
、「
生
命
本
位
」
に
加
え
て
、
人
間
の

尊
重
や
「
人
格
本
位
」
と
い
う
要
素
も
含
ま
れ
て
い
る
点
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
。
次
章
で
詳
し
く
見
る
よ
う
に
、
廣
池
と
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
思
想

で
は
、
自
然
、
人
間
、
そ
し
て
超
越
的
存
在
の
相
互
関
係
性
が
そ
の
中
核

に
据
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
由
来
』
か
ら
の
以
下
の
引
用
は
、
学
術
論
文
（
書
籍
）
に
宿
る
生
命

に
言
及
し
て
い
る
点
で
興
味
を
引
く
。

何
か
『
道
徳
科
学
の
論
文
』
の
根
本
を
流
れ
て
い
る
天
地
自
然
の
法

則
だ
と
か
、
人
類
進
化
の
法
則
だ
と
か
い
っ
た
こ
と
が
、
鷲
津
さ
ん

の
よ
う
な
具
体
的
な
お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
、
何
と
な
し
に
非
常
に

生
き
生
き
と
し
た
も
の
と
し
て
感
じ
ら
れ
て
き
ま
す
ね）

38
（

。

　

こ
れ
は
廣
池
の
思
想
（『
道
徳
科
学
の
論
文
』）
が
事
跡
（
谷
川
講
堂
建

設
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
）
に
お
い
て
具
現
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る

重
要
な
指
摘
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
一
個
人
の
主
観
的
な
感
想
で
は
あ

る
た
め
、「『
道
徳
科
学
の
論
文
』
の
根
本
を
流
れ
て
い
る
天
地
自
然
の
法
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よ
っ
て
、
未
来
に
向
け
て
の
希
望
が
生
ま
れ
、
そ
の
土
地
が
こ
れ
か
ら
も

安
定
的
に
存
在
す
る
こ
と
を
帰
納
的
に
予
感
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

廣
池
は
、
超
越
的
存
在
を
前
提
と
し
て
、
自
然
と
人
間
双
方
の
生
成
化

育
に
お
け
る
有
機
的
連
関
性
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

千
九
郎
は
、「
も
の
が
育
つ
の
を
妨
害
す
る
こ
と
は
、
神
に
対
す
る

罪
悪
で
あ
る
。
教
育
で
も
、
そ
の
人
の
よ
き
個
性
、
天
性
を
神
の
心

に
合
致
す
る
よ
う
に
伸
ば
し
て
育
て
る
こ
と
が
人
間
尊
重
の
心
で
あ

り
、
神
の
心
で
あ
る
」
と
教
え
て
い
る
。
千
九
郎
は
、
物
の
育
つ
姿

を
楽
し
ん
だ
。
木
や
花
そ
の
も
の
が
好
き
だ
と
い
う
よ
り
も
、
生
命

の
あ
る
も
の
は
一
木
一
草
に
至
る
ま
で
大
切
に
す
る
と
い
う
慈
し
み

の
心
か
ら
で
あ
っ
た）

40
（

。

　

こ
の
部
分
は
、『
道
徳
科
学
の
論
文
』
で
言
及
さ
れ
る
「
神
に
対
す
る

罪
（sin

）」
の
説
明
を
想
起
さ
せ
る）

41
（

。
そ
の
中
に
は
草
木
に
対
す
る
罪
も

あ
り
、
例
え
ば
、
路
傍
の
花
を
折
り
棄
て
る
こ
と
は sin 

に
当
た
る
、
と

い
う
の
が
廣
池
の
見
解
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
後
ほ
ど
詳
し
く
検

討
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
物
が
育
つ
と
い
う
こ
と
、
生
命
を
大
切
に
す
る

と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
自
然
を
慈
し
む
と
い
っ
た
こ
と
が
、
廣
池
の
自
然

観
の
中
核
を
な
す
生
命
倫
理
観
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

（
四
）
思
想
か
ら
見
る
廣
池
の
自
然
観
に
関
す
る
先
行
研
究

　

目
黒
章
布
の
論
文
「
広
池
博
士
の
自
然
観）

42
（

」
は
、
こ
の
研
究
分
野
で
、

廣
池
の
自
然
観
を
包
括
的
に
浮
き
彫
り
に
し
た
も
の
と
し
て
は
先
駆
的
で

あ
る
。
目
黒
は
、『
道
徳
科
学
の
論
文
』
の
「
第
二
版
の
自
序
文
」
の
冒

頭
部
分
に
あ
る
「
相
互
扶
助
の
原
理
」
が
「
広
池
の
自
然
観
の
実
質
的
な

中
心
概
念
と
な
っ
て
い
る）

43
（

」
と
指
摘
し
、
現
代
の
「
生
物
社
会
学
」
の
視

点
か
ら
、「
今
日
の
よ
う
に
自
然
破
壊
の
問
題
が
起
き
て
い
な
か
っ
た
昭

和
の
初
期
に
、
か
か
る
生
態
学
的
原
点
を
広
池
博
士
が
強
調
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
は
一
つ
の
驚
き
で
も
あ
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
点
か
ら
い
っ
て

も
、
相
互
扶
助
の
原
理
は
今
日
に
お
い
て
も
立
派
に
通
用
す
る
現
代
性
を

有
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う）

44
（

。」
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
れ
と
同
様
の
文
脈
で
廣
池
の
自
然
観
に
注
目
し
た
の
が
、
岩
佐
信
道

の
「
相
互
依
存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
生
き
る
人
間
の
モ
ラ
ル
と
し
て

の
最
高
道
徳）

45
（

」
と
「
相
互
依
存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
地
球
シ
ス
テ
ム
倫
理

そ
し
て
最
高
道
徳）

46
（

」
と
い
う
論
文
で
あ
る
。
岩
佐
も
ま
た
、「
第
二
版
の

自
序
文
」
の
冒
頭
部
分
に
着
目
し
、
相
互
扶
助
の
原
理
（
相
互
依
存
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
現
代
的
意
義
を
考
察
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
後
者
の
論

文
で
は
、「
廣
池
が
、『
宇
宙
自
然
の
法
則
』、『
天
地
の
公
道
』
に
従
う
と

し
て
示
し
た
最
高
道
徳
の
原
理
は
、
最
も
徹
底
し
た
意
味
で
の
地
球
シ
ス

テ
ム
倫
理
の
具
体
的
展
開
と
い
え
る）

47
（

」
と
述
べ
、「
最
高
道
徳
」
を
「
地

球
シ
ス
テ
ム
倫
理
」
と
い
う
側
面
か
ら
再
解
釈
・
再
評
価
し
て
い
る
。
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（
五
）�『
道
徳
科
学
の
論
文
』
に
見
る
廣
池
の
自
然
観

　

上
の
事
跡
面
に
基
づ
い
た
廣
池
の
自
然
観
の
考
察
の
部
分
で
も
触
れ
た

が
、「
神
に
対
す
る
罪
（sin

）」
と
い
う
視
点
か
ら
、
廣
池
の
自
然
観
を

検
討
し
て
お
き
た
い
。『
道
徳
科
学
の
論
文
』
の
第
十
四
章
第
十
一
項
第

二
節
「
人
類
に
対
す
る
人
心
救
済
の
重
大
な
る
使
命）

48
（

」
に
は
、
犯
罪

（crim
e

）
と
宗
教
的
罪
（sin

）
の
違
い
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
説
明
が

あ
る
。自

分
が
過
食
し
て
胃
を
害
し
た
と
か
、
過
労
し
て
健
康
を
害
し
た
と

か
、
大
声
を
発
し
て
隣
人
を
驚
か
し
た
と
か
、
み
だ
り
に
路
傍
の
花

0

0

0

0

0

0

0

0

を
折
り
棄
て
た

0

0

0

0

0

0

と
か
い
う
ご
と
き
こ
と
は
、
何
ら
の
犯
罪
と
も
考
え

て
お
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
る
に
、
こ
れ
が
み
な
ク
ラ

イ
ム
に
は
該
当
せ
ず
と
も
、
シ
ン
に
は
該
当
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

（
傍
点
筆
者）

49
（

）

　

こ
こ
で
は
「
み
だ
り
に
路
傍
の
花
を
折
り
棄
て
」
る
こ
と
が
、「
神
」

に
対
す
る
罪
に
当
た
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
廣
池
は
、
自
然
と
超
越
的
存

在
の
連
関
と
い
う
視
点
か
ら
、
自
然
（
花
）
を
害
す
る
行
為
は
、
法
律
上

の
犯
罪
（
ク
ラ
イ
ム
）
に
は
該
当
し
な
い
が
、「
神
」
と
い
う
超
越
的
存

在
に
対
す
る
罪
（
シ
ン
）
に
は
該
当
す
る
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る）

50
（

。

　

さ
ら
に
「
罪
」
と
い
う
悪
行
だ
け
で
な
く
、「
愛
」
の
よ
う
な
、
極
め

て
人
間
的
な
善
事
に
お
い
て
も
、
自
然
は
人
間
の
意
識
や
行
動
の
対
象
と

な
る
。個

人
に
対
し
て
そ
の
精
神
を
救
済
し
も
し
く
は
そ
の
物
質
的
生
活
を

救
助
す
る
ご
と
き
こ
と
は
、
神
及
び
聖
人
の
大
慈
悲
心
に
合
す
る
善

事
で
あ
り
ま
す
。
神
及
び
聖
人
の
教
え
は
草
木
に
至
る
ま
で
こ
れ
を

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

愛
す
る
原
則
な
れ
ば

0

0

0

0

0

0

0

0

、
い
や
し
く
も
最
高
道
徳
の
実
行
に
お
い
て
は

い
か
な
る
も
の
を
も
救
助
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。（
傍
点
筆
者）

51
（

）

　

こ
の
傍
点
部
分
の
記
述
も
、
や
は
り
超
越
的
存
在
と
自
然
の
連
関
を
考

察
す
る
う
え
で
極
め
て
重
要
な
指
摘
で
あ
る
が
、
問
題
は
「
聖
人
（
ソ
ク

ラ
テ
ス
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
、
釈
迦
、
孔
子
）」
の
「
教
え
」
に
お
い

て
「
草
木
に
至
る
ま
で
こ
れ
を
愛
す
る
」
こ
と
が
原
則
で
あ
っ
た
か
ど
う

か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
伊
東
（
二
〇
一
〇
、
二
〇
一
一
）
が
「
自

然
」
を
「
精
神
革
命
」
に
お
い
て
残
さ
れ
た
問
題
だ
と
指
摘
し
た
こ
と
を

想
起
さ
せ
る
。
伊
東
は
、「
精
神
革
命
」
の
特
色
が
人
間
0

0

の
「
精
神
」
の

救
済
に
あ
っ
た
と
し
、
直
接
的
に
自
然
0

0

が
彼
ら
精
神
的
指
導
者
の
考
察
の

対
象
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と
主
張
す
る）

52
（

。
廣
池
は
、「
草
木
に
至
る
ま

で
こ
れ
を
愛
す
る
」
こ
と
を
「（
神
及
び
）
聖
人
」
の
慈
悲
の
深
さ
の
比

喩
と
し
て
述
べ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
具
体
的
な
原
典
を
念
頭
に
置
い

て
い
る
の
か
、
こ
の
一
文
だ
け
で
は
判
断
し
が
た
い）

53
（

。

　

し
か
し
、
廣
池
が
「
生
物
を
殺
さ
ず
、
仁
草
木
に
及
ぶ）

54
（

」
と
い
う
格
言

を
遺
し
、
人
間
以
外
の
動
植
物
に
対
す
る
「
仁
」
や
「
慈
悲
」
と
い
う
精
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神
を
「
最
高
道
徳
実
行
上
の
注
意
条
件
」
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の

は
疑
い
の
な
い
事
実
で
あ
る
。

今
日
慈
悲
の
根
拠
に
立
つ
と
こ
ろ
の
最
高
道
徳
に
お
い
て
は
、
家

業
・
職
務
も
し
く
は
学
術
研
究
の
ご
と
き
、
人
間
の
生
活
上
、
万
や

む
を
得
ざ
る
こ
と
を
除
き
て
は
、
み
だ
り
に
動
物
を
殺
す
と
い
う
こ

と
を
是
認
せ
ぬ
の
で
あ
り
ま
す）

55
（

。

最
高
道
徳
に
て
は
、
そ
の
慈
悲
は
草
木
に
ま
で
及
び
、
み
だ
り
に
こ

れ
を
伐
採
せ
ず
、
且
つ
戯
れ
に
草
木
の
芽
を
摘
み
取
る
な
ど
無
益
の

こ
と
を
な
さ
ず
、
常
に
こ
れ
を
擁
護
す
る
精
神
を
有
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

の
で
あ
り
ま
す）

56
（

。

　
『
道
徳
科
学
の
論
文
』
の
中
で
は
、
こ
の
引
用
文
が
最
も
よ
く
自
然

（
動
物
を
含
む
）
に
対
す
る
仁
や
慈
悲
の
精
神
を
表
明
し
た
も
の
で
、
先

駆
的
な
環
境
保
護
思
想
の
記
述
と
受
け
取
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
し
か
も
、

単
に
倫
理
思
想
の
範
囲
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、（
最
高
）
道
徳
の
実
行
論
と

し
て
主
張
さ
れ
て
い
る
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
基
本
的

に
理
論
的
な
思
考
を
伴
う
「
倫
理
」
を
問
題
に
す
る
立
場
を
取
っ
て
い
る

が
、
そ
の
実
行
可
能
性
（feasibility

）
を
考
え
、
実
践
を
伴
う
「
道
徳
」

の
領
域
へ
の
展
開
も
見
据
え
て
い
る
た
め
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
本
稿
の

末
尾
で
再
び
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

さ
ら
に
以
下
で
は
章
を
改
め
て
、
廣
池
の
思
想
の
集
大
成
で
あ
る
『
道

徳
科
学
の
論
文
』
に
お
け
る
、
超
越
的
存
在
と
自
然
と
人
間
の
関
係
性
を

考
察
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う）

57
（

。

三　

 『
道
徳
科
学
の
論
文
』
に
見
る
超
越
的
存
在
と
自
然
と

人
間
の
関
係
性

　

本
章
で
は
、『
道
徳
科
学
の
論
文
』
に
お
け
る
超
越
的
存
在
と
自
然
と

人
間
の
関
係
性
に
着
目
し
た
い
。
そ
の
文
字
資
料
は
、
特
に
『
新
版 

道

徳
科
学
の
論
文
』
の
「
第
二
版
の
自
序
文
」
か
ら
「
第
三
緒
言
」
ま
で
の

記
述
（
三
人
の
博
士
の
序
文
を
除
く
）
が
中
心
と
な
る
。
そ
の
理
由
は
、

こ
の
部
分
に
『
道
徳
科
学
の
論
文
』
の
全
体
像
が
集
約
的
に
記
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
必
要
に
応
じ
て
『
道
徳
科
学
の
論
文
』
の
他

の
部
分
の
記
述
を
も
参
照
す
る
。

（
一
）
宇
宙
と
森
羅
万
象
と
人
間

　

目
黒
（
一
九
八
三
）
や
岩
佐
（
二
〇
一
一
、
二
〇
一
三
）
も
、
第
二
版

の
自
序
文
の
記
述
に
は
着
目
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
こ
で
廣
池
が
「
森

羅
万
象
」
を
含
め
た
宇
宙
論
を
披
瀝
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

天
地
剖
判
し
て
宇
宙
現
出
し
、
森
羅
万
象
こ
の
間
に
存
在
し
て
、
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

わ
ゆ
る
宇
宙
の
現
象
を
成
す
に
至
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
、
偶
然
に
し
て
然
る
こ
と
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は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
必
ず
や
そ
の
原
理
も
し
く
は
法
則
あ
り
て

こ
こ
に
至
れ
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
宇
宙
間
に
産
出
し
て
こ
の
間
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

生
存
す
る
と
こ
ろ
の
わ
れ
わ
れ
人
間

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
し
て
は
、
こ
の
宇
宙
自
然
の

法
則
に
従
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。（
傍
点
筆

者）
58
（

）

　

前
半
の
傍
点
を
施
し
た
「
天
地
剖
判
し
て
宇
宙
現
出
し
、
森
羅
万
象
こ

の
間
に
存
在
し
て
、
い
わ
ゆ
る
宇
宙
の
現
象
を
成
す
に
至
れ
る
」
と
い
う

記
述
は
、『
古
事
記
』
冒
頭
の
宇
宙
論
を
髣
髴
さ
せ
る
が
、
こ
こ
で
注
目

さ
れ
る
の
は
、「
現
象
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
こ
の
関
連
で
廣
池
は
、

「
宇
宙
の
現
象
を
本
体
の
作
用
と
み
る
こ
と
が
出
来
る）

59
（

」
と
い
う
立
場
を

取
っ
て
い
る）

60
（

。

　

さ
ら
に
、
こ
の
「
現
象
」
と
の
関
連
で
興
味
深
い
の
は
、
廣
池
に
お
い

て
「
人
間
」
も
ま
た
「
現
象
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、「
私

ど
も
人
間
は
、
既
述
の
ご
と
く
に
、
こ
の
宇
宙
の
自
然
界
に
発
生
し
た
る

現
象
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
こ
の
自
然
界
の
支
配
を
受
け
て
生
存
・
発
達
も

し
く
は
変
化
を
遂
ぐ
る
の
で
あ
り
ま
す）

61
（

。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
宇
宙
と
自
然
と
人
間
の
関
係
性
が
簡
潔
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
に
す

ぎ
な
い
が
、『
道
徳
科
学
の
論
文
』
の
第
三
章
、
第
四
章
、
第
七
章
、
第

八
章
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
廣
池
は
そ
れ
が
諸
科
学
の
原
理
に
も
一
致

す
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
る）

62
（

。
廣
池
は
、
そ
れ
ら
を
「
聖
人
の
教
説
と
実

行
」
に
加
え
て
、「
最
高
道
徳
実
行
の
原
理
の
基
礎
」
を
な
す
学
問
的
原

理
だ
と
し
て
い
る）

63
（

。

　

次
に
後
半
の
「
宇
宙
間
に
産
出
し
て
こ
の
間
に
生
存
す
る
と
こ
ろ
の
わ

れ
わ
れ
人
間
」
と
い
う
部
分
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
例
え
ば
自

然
科
学
の
研
究
成
果
や
哲
学
の
「
宇
宙
に
お
け
る
人
間
の
地
位
」（
シ
ェ

ー
ラ
ー
）
の
議
論
に
も
あ
る
よ
う
に
、
問
題
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
人
間

観
で
あ
ろ
う）

64
（

。

　

さ
ら
に
、
廣
池
は
聖
人
と
「
神
」
と
い
う
超
越
的
存
在
の
関
係
に
つ
い

て
、「
す
べ
て
の
聖
人
は
、
み
な
神
を
信
じ
て
そ
の
神
意
に
同
化
し
、
親

し
く
そ
の
神
意
の
と
お
り
を
実
行
す
る
と
申
し
て
お
る
の
で
す
。
さ
れ
ば

わ
れ
わ
れ
人
間
は
直
接
に
神
に
接
し
た
る
こ
と
は
な
け
れ
ど
、
神
の
存
在

と
性
質
と
を
合
理
的
に
知
る
こ
と
を
得
る
の
で
す）

65
（

。」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
は
神
の
認
識
論
に
つ
い
て
の
言
及
で
、
人
間
は
「
聖
人
」
を
通
し
て

「
神
」
と
い
う
超
越
的
存
在
と
そ
の
性
質
を
合
理
的
に
知
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

廣
池
の
言
う
「
神
」
は
、
哲
学
上
の
語
で
言
え
ば
「
本
体
（reality

）」

と
し
て
の
「
神
」
で
あ
る
が
、
下
程
勇
吉
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
は

宗
教
と
モ
ラ
ロ
ジ
ー
を
区
別
す
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。「
聖
人
」
と

「
神
」
の
関
係
に
つ
い
て
、
廣
池
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
の
受
肉
説
の
よ
う
に
、「
宇
宙
根
本
唯
一
の
神
」
が
「
現
神
」
と
し
て

現
れ
る
と
い
う
神
か
ら
人
間
へ
の
「
肉
化
説
」
を
退
け
、「
現
神
」
か
ら

「
宇
宙
根
本
唯
一
の
神
」
へ
至
る
「
昇
華
説
」
を
取
っ
て
い
る）

66
（

。
つ
ま
り
、

一
般
の
人
類
は
、「
聖
人
」
す
な
わ
ち
「
現
神
」
が
い
な
け
れ
ば
、「
本
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体
」
の
「
神
」
の
存
在
と
、
そ
の
性
質
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、

と
い
う
の
が
廣
池
の
主
張
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
人
間
は
神
的
な
人

格
を
備
え
た
「
聖
人
」
と
い
う
媒
介
者
を
通
じ
て
こ
そ
、「
神
」
と
い
う

超
越
的
存
在
に
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意

味
で
、「
聖
人
」
の
存
在
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　

廣
池
は
、
こ
の
よ
う
な
聖
人
の
教
説
が
、
人
類
の
歴
史
上
、
様
々
な
紆

余
曲
折
を
経
た
も
の
の
、
現
代
に
ま
で
伝
わ
っ
て
き
た
と
考
え
、
そ
こ
に

「
伝
統
の
原
理
」
の
成
立
を
見
る
。
聖
人
の
教
説
は
概
し
て
、
仏
教
や
キ

リ
ス
ト
教
な
ど
の
よ
う
な
「
宗
教
」
や
「
信
仰
」
と
い
う
形
で
継
承
さ
れ

て
き
た
と
言
え
る
が
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
で
は
、
そ
れ
ら
の
教
説
・
教
訓
に
一

貫
す
る
統
一
原
理
を
「
最
高
道
徳
」
と
し
て
学
問
的
・
科
学
的
に
捉
え
よ

う
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
こ
で
は
宗
教
と
科
学
の
両
面
が
尊

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

重
さ
れ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

わ
け
だ
が
、
筆
者
は
、
こ
の
点
に
こ
そ
、
地
球
環
境
問
題

の
解
決
の
糸
口
を
見
出
せ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
地
球
環
境
す
な
わ
ち

「
自
然
」
を
科
学
的
・
合
理
的
に
観
察
し
分
析
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

よ
う
な
科
学
的
な
学
問
的
範
疇
で
は
捉
え
き
れ
な
い
宗
教
的
・
文
化
的
・

人
間
的
な
感
性
や
感
覚
、
例
え
ば
「
自
然
」
に
対
す
る
畏
敬
の
念
の
醸
成

の
よ
う
な
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
二
）
諸
聖
人
の
倫
理
・
道
徳
思
想
と
諸
科
学
の
関
係
性

　

廣
池
は
、
さ
ら
に
聖
人
の
教
説
と
科
学
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
「
世
界
諸

聖
人
の
真
の
教
説
は
こ
と
ご
と
く
現
代
に
お
け
る
自
然
科
学
の
原
理
に
一

致
」
し
、「
こ
の
両
者
は
人
類
の
生
存
・
発
達
・
安
心
及
び
幸
福
の
原
理
」

に
合
致
す
る
と
主
張
す
る）

67
（

。
さ
ら
に
、「
精
神
科
学
及
び
諸
主
義
」
が

「
聖
人
の
教
え
」
と
「
自
然
科
学
の
結
論
」
に
反
す
る
こ
と
が
多
い
0

0

と
も

指
摘
し
て
い
る）

68
（

こ
と
か
ら
、「
聖
人
の
教
説
」
と
「
自
然
科
学
」
を
よ
り

0

0

重
視
し
て
い
る
態
度
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
廣
池
の
『
道
徳
科
学
の
論
文
』
の
全
体
構
造
を
簡
潔
に
示

し
た
の
が
次
の
一
節
で
あ
る
。

モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
最
初
の
著
書
た
る
本
書
第
十
二
章
に
お
い
て
は
世
界

四
聖
人
の
真
精
神
と
真
事
跡
と
を
記
し
、
第
十
三
章
に
お
い
て
は
万

世
一
系
の
日
本
国
体
成
立
の
真
原
因
を
述
べ
、
こ
れ
に
よ
り
て
も
っ

て
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
本
質
の
淵
源
を
明
ら
か
に
し
、
次
に
第
一
章
よ
り

第
十
一
章
に
お
い
て
現
代
の
科
学
的
知
識
を
総
合
し
、
そ
の
一
貫
せ

る
原
理
に
よ
り
、
も
っ
て
世
界
諸
聖
人
の
教
説
・
教
訓
及
び
実
行
の

合
理
性
を
説
明
し
、
次
に
第
十
四
章
及
び
第
十
五
章
に
お
い
て
モ
ラ

ロ
ジ
ー
に
関
す
る
原
理
・
歴
史
及
び
内
容
等
、
す
べ
て
そ
の
本
質
を

開
示
し
て
大
方
の
識
者
の
判
断
を
俟
て
り）

69
（

。

　

廣
池
が
提
唱
し
た
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
全
貌
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
こ
こ
で
着
目
す
べ
き
は
、
章
立
て
の
順
序
と
は
逆
に
、
は
じ
め
に

聖
人
研
究
（
第
十
二
章
）
と
万
世
一
系
の
日
本
国
体
成
立
の
真
原
因
に
関

す
る
研
究
（
第
十
三
章
）
へ
の
言
及
が
あ
り
、
続
け
て
第
一
章
か
ら
第
十
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一
章
を
も
っ
て
「
現
代
の
科
学
的
知
識
を
総
合
し
、
そ
の
一
貫
せ
る
原
理

に
よ
り
、
も
っ
て
世
界
諸
聖
人
の
教
説
・
教
訓
及
び
実
行
の
合
理
性
」
を

「
説
明
」
す
る
も
の
、
と
位
置
づ
け
た
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
も
そ
も

廣
池
に
お
け
る
「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
」
の
端
緒
（
出
発
点
）
は
、「
世
界

諸
聖
人
の
教
説
・
教
訓
及
び
実
行
の
合
理
性
」
の
探
求
に
あ
っ
た
の
で
あ

り
、
自
然
科
学
を
は
じ
め
と
し
た
諸
科
学
の
知
見
か
ら
得
ら
れ
る
客
観
的

事
実
の
集
積
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
、

廣
池
が
展
開
し
た
モ
ラ
ロ
ジ
ー
に
お
い
て
、
諸
科
学
の
知
見
は
、
聖
人
の

教
説
・
教
訓
・
道
徳
実
行
の
合
理
性
を
説
明
す
る
た
め
の
学
問
的
装
置
で

あ
っ
た
と
言
え
な
く
も
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
そ
の
一
方
で
、
科
学
と
聖
人
の
倫
理
・
道
徳
思
想
の
軽

重
を
天
秤
に
か
け
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
後
で
も
触
れ

る
よ
う
に
、
宗
教
的
側
面
か
ら
「
神
の
心
」
を
表
現
し
た
の
が
「
諸
聖

人
」
で
あ
り
、
学
問
的
側
面
か
ら
「
自
然
の
法
則
」
を
説
い
た
の
が
「
諸

科
学
」
で
あ
る
、
と
い
う
廣
池
な
ら
で
は
の
言
説
の
在
り
方
か
ら
す
る

と
、
廣
池
自
身
が
、
諸
聖
人
と
諸
科
学
の
ど
ち
ら
に
よ
り
重
点
を
置
い
て

い
た
か
を
一
概
に
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
上
で
見
た

と
お
り
、「
最
高
道
徳
実
行
の
原
理
の
基
礎
」
は
、「
聖
人
の
教
説
と
実

行
」
と
諸
科
学
の
原
理
の
両
面
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

（
三
）
人
類
の
超
越
的
存
在
を
認
め
る
能
力

　

第
二
緒
言
第
五
条
で
廣
池
は
「
す
べ
て
の
生
物
は
た
だ
物
質
を
も
っ
て

養
育
さ
る
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
に
つ
き
て
ひ
と
り
人
間
の
み

は
神
を
認
む
る
能
力
を
有
し
〈
第
一
巻
第
六
章
第
二
項
第
六
節
参
照
〉、

祖
先
以
来
の
経
験
に
基
づ
き
、
諸
聖
人
の
教
説
を
理
解
す
る
こ
と
を
得
る

の
で
あ
り
ま
す）

70
（

。」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
人
間
」
の
超
越
的
存

在
（「
神
」）
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
に
ま
ず
言
及
さ
れ
、
そ
の
後

で
諸
聖
人
の
教
説
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一

見
す
る
と
、
先
ほ
ど
の
「
聖
人
」
か
ら
超
越
的
存
在
（「
神
」）
へ
と
い
う

「
昇
華
説
」
と
は
逆
方
向
の
流
れ
を
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
が
、

こ
れ
は
人
類
学
や
宗
教
学
（
あ
る
い
は
宗
教
現
象
学
）
等
の
立
場
か
ら
人

間
の
認
識
論
を
時
系
列
的
に
見
た
陳
述
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
人
類
が

「
神
を
認
む
る
能
力
」
を
獲
得
し
た
の
は
、「
聖
人
の
教
説
」
が
登
場
す
る

よ
り
も
前
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る）

71
（

。
こ
こ
で
は
単
に
人
間
が
、
人

知
を
越
え
た
存
在
と
し
て
の
神
を
「
認
め
る
」
と
い
う
行
為
を
問
題
に
し

て
い
る
の
で
あ
り
、
上
で
見
た
よ
う
な
「
本
体
（reality

）」
に
至
る
よ

う
な
神
の
本
質
論
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
な
い
、
と
も
解
釈
で
き
る
。「
聖

人
」
を
経
由
し
な
い
と
、
人
間
は
そ
の
よ
う
な
真
の
「
神
の
本
質
」
を
知

る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
廣
池
の
立
場
に
揺
ら
ぎ
は
な
い
。

　

こ
の
部
分
で
廣
池
が
主
張
し
て
い
る
の
は
、
他
の
生
物
を
凌
駕
す
る
人

間
の
「
精
神
」
面
で
の
優
位
性
で
あ
り
、
そ
れ
を
象
徴
す
る
特
徴
が
「
神

を
認
む
る
能
力
」
な
の
で
あ
る
。
廣
池
は
「
元
来
、
こ
の
人
間
は
、
天
啓

に
て
は
、
神
の
創
造
で
あ
り
且
つ
神
の
力
に
よ
り
て
進
化
す
る
も
の
と
称

せ
ら
れ
て
お
り
、
科
学
に
て
は
、
自
然
の
発
生
物
で
あ
っ
て
進
化
の
要
素
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を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
称
せ
ら
れ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す）

72
（

。」
と
述
べ
、

「
宗
教
0

0

」
と0

「
科
学

0

0

」
の
両
面
か
ら

0

0

0

0

0

進
化
論
的
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。

人
間
の
優
位
性
に
つ
い
て
は
、「
す
な
わ
ち
い
ず
れ
に
し
て
も
、
人
間
は

こ
の
宇
宙
間
に
お
け
る
自
然
の
産
物
中
、
優
越
せ
る
精
神
作
用
を
有
す
る

も
の
に
て
、
絶
え
ず
創
造
せ
ら
れ
進
化
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
す）

73
（

。」
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
自
然
」
に
お
け
る
「
人
間
」
の
特
異
性

（
精
神
作
用
）
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る）

74
（

。

　

次
に
第
二
緒
言
第
六
条
で
は
、「
神
に
対
す
る
信
仰
」
の
モ
ラ
ロ
ジ
ー

に
お
け
る
位
置
づ
け
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
は

聖
人
の
教
説
・
教
訓
及
び
実
行
に
一
貫
す
る
と
こ
ろ
の
学
問
・
思
想
・
道

徳
及
び
信
仰
を
科
学
的
に
組
織
せ
る
も
の
な
れ
ば
、
そ
の
性
質
上
お
の
ず

か
ら
神
の
こ
と
を
述
ぶ
る）

75
（

」
と
あ
り
、
前
述
し
た
よ
う
に
「
聖
人
」
と

「
神
」
の
不
可
分
の
関
係
性
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、「
現
神
」
と
「
宇
宙
根

本
唯
一
の
神
」
の
一
貫
性
の
視
点
で
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る）

76
（

。 

お
わ
り
に

　

廣
池
の
考
え
る
超
越
的
存
在）

77
（

は
、「
自
然
」（「
宇
宙
」）
と
同
一
視
さ
れ

る
場
合
が
あ
る
。
宇
宙
の
一
員
で
あ
る
人
間
も
、
そ
の
超
越
的
存
在
と
密

接
な
関
係
に
あ
る
自
然
界
の
一
現
象
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
が
、
廣

池
の
思
想
の
特
色
で
あ
り
、
そ
の
超
越
的
存
在
の
「
本
質
」
を
掴
む
た
め

に
は
、
超
越
的
存
在
と
人
間
の
間
に
「
聖
人
」
と
い
う
媒
介
者
の
存
在
が

必
要
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
廣
池
の
一
貫
し
た
主
張
で
あ
る
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
自
然
界
の
本
質
的
に
重
要
な
現
象
に
着
眼
し
、
現

象
把
握
に
必
要
な
有
効
概
念
を
確
立
し
、
現
象
を
支
配
す
る
法
則
を
発
見

す
る
の
が
自
然
科
学
で
あ
る
の
で
、
自
然
と
人
間
の
関
係
性
に
関
し
て

は
、
自
然
科
学
の
知
見
か
ら
両
者
の
関
係
性
を
見
出
す
こ
と
は
あ
る
程
度

ま
で
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
超
越
的
存
在
と
人
間
の
関
係
性
に

関
し
て
は
、
自
然
科
学
の
範
疇
を
越
え
る
も
の
と
な
る
。
そ
こ
で
、
モ
ラ

ロ
ジ
ー
に
お
い
て
は
「
聖
人
」
の
存
在
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に

な
る
の
だ
が
、
廣
池
の
自
然
観
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
、
自
然
と
超
越

的
存
在
の
関
係
、
さ
ら
に
聖
人
の
教
説
・
教
訓
・
実
行
と
の
関
連
性
に
触

れ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
る
の
だ
。

　

超
越
的
存
在
と
自
然
と
人
間
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
、
自

然
・
社
会
・
人
文
諸
科
学
か
ら
得
た
当
時
の
総
合
的
知
見
と
、
聖
人
の
教

説
・
教
訓
・
実
行
に
一
貫
す
る
統
一
原
理
と
を
学
問
的
に
統
合
し
よ
う
と

し
た
点
は
、
廣
池
の
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
の
一
つ
の
大
き
な
成
果
で
あ
り
特

色
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

地
球
環
境
問
題
を
自
然
科
学
だ
け
の
見
地
か
ら
解
決
し
よ
う
と
す
る
試

み
に
限
界
が
見
え
は
じ
め
て
い
る
現
代
に
お
い
て
、
廣
池
及
び
モ
ラ
ロ
ジ

ー
の
自
然
観
は
、
総
合
人
間
学
的
見
地
か
ら
一
つ
の
方
向
性
を
提
示
し
て

い
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、「
科
学
」
の
倫
理
化
と
「
宗

教
」
の
脱
ド
グ
マ
化
を
目
指
す
両
者
の
対
話
こ
そ
が
、
地
球
環
境
問
題
に

一
石
を
投
じ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
廣
池



No. 82, 2019　54モラロジー研究

自
身
が
遺
し
た
格
言
の
一
つ
「
深
遠
の
信
仰
は
科
学
と
合
す）

78
（

」
は
、
こ
れ

か
ら
の
未
来
社
会
に
対
す
る
倫
理
的
・
道
徳
的
基
軸
と
し
て
、
大
き
な
意

味
を
持
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う）

79
（

。

注（
1
）　

こ
こ
で
は
地
域
的
に
限
定
的
な
「
公
害
」
等
の
よ
う
な
環
境
問
題
で
は
な

く
、
地
球
温
暖
化
や
核
廃
棄
物
の
処
理
な
ど
、
地
球
規
模
で
か
つ
未
来
世
代
の

生
存
に
関
わ
る
環
境
問
題
を
指
す
。

（
2
）　

目
黒
（
一
九
八
三
）、
松
浦
（
一
九
九
二
、
一
九
九
五
）、
立
木
（
一
九
九

六
、
一
九
九
九
）、
大
野
（
二
〇
〇
六
）
等
を
参
照
。

（
3
）　

初
版
発
行
は
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）。
本
稿
で
は
、
現
代
表
記
に
改
め

ら
れ
た
新
版
（
一
九
八
五
〜
一
九
八
八
年
出
版
）
を
使
用
す
る
。

（
4
）　

廣
池
は
、
中
国
の
『
毛
詩
』、
日
本
の
『
古
事
記
』、
仏
教
の
大
乗
の
諸

説
、
西
洋
の
汎
神
論
、
キ
リ
ス
ト
教
の
諸
説
を
検
討
し
、「
神
と
宇
宙
と
自
然

と
の
同
一
な
る
こ
と
」（
廣
池
、
一
九
二
八
／
一
九
八
五
a
、
二
四
七
頁
）
を

前
提
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
廣
池
は
続
け
て
「
要
す
る
に
、
か
く
の
ご
と
く

人
間
の
知
識
を
超
越
せ
る
神
の
本
質
を
人
知
に
よ
っ
て
定
め
ん
と
す
る
こ
と
は

全
く
不
可
能
の
事
業
で
あ
り
ま
す
。」（
廣
池
、
一
九
二
八
／
一
九
八
五
a
、
二

四
七
頁
）
と
も
述
べ
て
お
り
、「
神
の
本
質
」
に
対
す
る
人
間
の
知
識
の
限
界

に
つ
い
て
も
認
識
し
て
い
る
。
廣
池
は
、
聖
人
の
教
説
に
基
づ
い
て
「
神
の
本

質
」
を
掴
む
と
い
う
根
本
的
な
姿
勢
を
貫
い
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て

は
、
後
ほ
ど
再
び
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

（
5
）　

イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
ヒ
ュ
ー
ム
（D

avid H
um

e, 1711

│1776

）
は
『
人

間
本
性
論
』（
第
三
篇
、
第
一
部
、
第
一
節
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。「
こ
れ
ま
で
出
会
っ
た
あ
ら
ゆ
る
道
徳
の
体
系
で
、
私
は
い
つ
も
次

の
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
著
者
は
し
ば
ら
く
の
間
通
常
の
推
理
の
仕
方
で
論
を

進
め
、
神
の
存
在
を
結
論
と
し
て
立
て
、
あ
る
い
は
人
間
の
間
の
事
柄
に
つ
い

て
所
見
を
述
べ
る
。
す
る
と
突
然

0

0

0

0

0

、
驚
い
た
こ
と
に

0

0

0

0

0

0

、『
で
あ
る
』（

0
0

0

0

is 0
0

）
や
0

0

『
で
な
い
』（

0
0

0

0

is not

0
0

0

0
0

）
と
い
う
命
題
の
普
通
の
繋
辞
に
代
わ
っ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
私
が
出
会

0

0

0

0

う
命
題
は

0

0

0

0

、
ど
れ
も
『
べ
き
で
あ
る
』（

0

0

0

0

0

0

0

0

ought

0

0

0

0

0

）
や
『
べ
き
で
な
い
』（

0

0

0

0

0

0

0

ought 

0

0

0

0

0

not 0

0
0

）
と
い
う
語
を
繋
辞
と
す
る
も
の
ば
か
り
に
な
る
の
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
こ
の
変
化

は
目
に
つ
か
な
い
が
、
き
わ
め
て
重
大
で
あ
る
。
こ
の
『
べ
き
で
あ
る
』
や

『
べ
き
で
な
い
』
と
い
う
語
は
、
新
し
い
関
係
な
い
し
断
定
を
表
わ
す
の
だ
か

ら
、
そ
の
関
係
な
い
し
断
定
が
は
っ
き
り
と
記
さ
れ
、
説
明
さ
れ
る
必
要
が
あ

り
、
同
時
に
、
こ
の
新
し
い
関
係
が
そ
れ
と
は
別
の
、
ま
っ
た
く
種
類
の
異
な

る
関
係
か
ら
の
演
繹
で
あ
り
得
る
と
は
、
お
よ
そ
考
え
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
る

の
だ
が
、
い
か
に
し
て
そ
う
で
あ
り
得
る
の
か
理
由
が
挙
げ
ら
れ
る
必
要
が
あ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

る0

か
ら
で
あ
る
。」（
ヒ
ュ
ー
ム
、
一
七
四
〇
／
二
〇
一
二
、
二
二
│
二
三
頁
、

傍
点
筆
者
。）
こ
の
部
分
の
記
述
が
一
般
に
「
ヒ
ュ
ー
ム
の
法
則
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
も
の
で
、
ヒ
ュ
ー
ム
は
、「
〜
で
あ
る
（is

）」
と
い
う
事
実
か
ら
即
、

「
〜
す
べ
き
で
あ
る
（ought

）」
と
い
う
倫
理
（
規
範
）
を
導
き
出
す
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

（
6
）　

イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
ム
ー
ア
（G

eorge E
dw

ard M
oore, 1873

│1953

）

は
『
倫
理
学
原
理
（Principia E

thica

）』（
ム
ア
、
一
九
〇
三
／
二
〇
一
〇
）

に
お
い
て
、「
自
然
的
（natural

）」
な
事
実
及
び
「
形
而
上
学
的

（m
etaphysical

）」
な
「
超
感
覚
的
実
在
」
を
も
っ
て
、「
価
値
」
や
「
善
い

（good

）」
と
は
何
か
を
定
義
し
よ
う
と
す
る
こ
と
の
誤
り
を
主
張
し
た
。

（
7
）　

な
お
、
廣
池
は
、
あ
る
部
分
で
は
「
ヒ
ュ
ー
ム
の
法
則
」
あ
る
い
は
「
自

然
主
義
的
誤
謬
」
を
犯
し
て
い
る
、
と
解
釈
さ
れ
得
る
記
述
も
残
し
て
い
る
。

『
道
徳
科
学
の
論
文
』
の
「
第
二
版
の
自
序
文
」
の
冒
頭
で
、
廣
池
は
、
森
羅

万
象
が
み
な
連
絡
し
て
い
て
、
人
類
は
宇
宙
（
自
然
）
の
一
部
「
で
あ
る
」
と
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い
う
事
実
か
ら
、「
自
然
の
法
則
」
に
従
う
「
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
「
規
範
」

を
導
い
て
い
る
が
、
こ
れ
が
、「
誤
り
」
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
提

起
が
可
能
な
わ
け
で
あ
る
。
廣
池
の
（
聖
人
論
の
）
場
合
、
こ
の
「
自
然
の
法

則
」
に
従
う
（「
原
因
」）
先
に
、
人
類
の
「
進
化
」（
安
心
・
平
和
・
幸
福
）

と
い
う
「
結
果
」
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
廣
池
が
「
進
化
」
に
「
価
値
」
を
見

出
し
た
理
由
も
併
せ
含
め
て
、
こ
の
「
自
然
主
義
的
誤
謬
」
の
問
題
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
点
だ
け
を
も
っ
て
、
廣
池
の
主

張
（「
最
高
道
徳
」
実
行
の
価
値
や
必
要
性
を
説
く
こ
と
）
自
体
を
退
け
る
の

で
は
な
く
、
ヒ
ュ
ー
ム
が
言
う
よ
う
に
、「
い
か
に
し
て
そ
う
で
あ
り
得
る
の

か
理
由
が
挙
げ
ら
れ
」
て
い
る
か
否
か
を
、
廣
池
が
遺
し
た
理
論
と
実
践
の
総

体
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

　
　

そ
の
関
連
で
、
立
木
（
一
九
九
六
）
や
伊
東
（
二
〇
一
三
）
は
、
二
十
世
紀

か
ら
二
十
一
世
紀
の
動
向
（
地
球
環
境
問
題
や
、
自
然
主
義
的
倫
理
、
自
然
主

義
的
哲
学
等
）
を
念
頭
に
置
い
て
、
自
然
と
の
関
わ
り
か
ら
倫
理
・
道
徳
を
導

き
出
す
こ
と
に
意
義
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
だ
と
す
る
立
場
を
取
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
廣
池
は
「
自
然
主
義
的
誤
謬
」
の
問
題
を
回
避
で
き
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
一
方
、
水
野
（
二
〇
〇
八
）
は
、
廣
池
の
学

問
論
の
基
礎
に
「
自
然
科
学
主
義
」
が
あ
り
、
自
然
的
事
実
か
ら
人
間
や
社
会

の
原
理
を
導
き
出
そ
う
と
し
た
点
に
お
い
て
、
反
省
点
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い

る
。（
水
野
は
、
廣
池
が
諸
科
学
の
中
で
「
自
然
科
学
」
を
最
重
要
視
し
た
と

し
て
い
る
が
、
そ
の
点
に
筆
者
と
し
て
は
疑
問
が
残
る
。）
た
だ
、
他
方
、
廣

池
の
「
自
然
的
事
実
を
公
平
に
認
識
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
」（
水
野
、
二
〇
〇

八
、
九
三
頁
）
に
関
連
し
て
、「
信
仰
や
神
秘
主
義
の
世
界
に
起
こ
り
が
ち
な

恣
意
性
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
点
は
、
大
い
に
価
値
あ
る
こ
と
と
評
価
す
べ

き
」（
水
野
、
二
〇
〇
八
、
九
三
│
九
四
頁
）
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を

付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
こ
こ
に
挙
げ
た
三
者
に
共
通
す
る
問
題
意
識
は
、

「（
自
然
）
科
学
」
的
事
実
か
ら
、
倫
理
・
道
徳
の
必
要
性
を
説
け
る
の
か
ど
う

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
廣
池
の
場
合
「
最
高
道
徳
」
が
問
題
に
な

り
、
そ
の
価
値
や
必
要
性
を
世
間
に
問
う
た
の
で
あ
っ
た
が
、「
自
然
主
義
的

誤
謬
」
の
問
題
の
検
討
は
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
存
立
基
盤
を
問
い
直
す
こ
と
に
つ

な
が
る
重
要
な
議
論
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
　

な
お
、「
ヒ
ュ
ー
ム
の
法
則
」
及
び
「
自
然
主
義
的
誤
謬
」
の
理
解
に
つ
い

て
は
、
愛
知
県
在
住
の
鋤
柄
雄
司
氏
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
専
攻
塾
第
二
十
期
生
）
か

ら
示
唆
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
8
）　

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
廣
池
は
、「
恩
恵
」
と
い
う
視
点
の
み
な
ら
ず
、

「
借
財
」
と
い
う
視
点
も
重
視
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
9
）　

あ
る
い
は
、
未
来
世
代
へ
の
「
恩
送
り
」。

（
10
）　

廣
池
は
「
世
界
永
遠
の
平
和
の
問
題
」
に
加
え
、「
労
働
問
題
そ
の
他
人

類
の
危
機
を
含
む
と
こ
ろ
の
諸
問
題
」
に
関
し
て
、
そ
の
「
根
本
的
解
決
法
」

を
各
国
の
最
高
識
者
と
面
会
し
て
議
論
す
る
、
と
い
う
構
想
を
持
っ
て
い
た

（
廣
池
、
一
九
二
八
／
一
九
八
六
a
、
序
一
〇
七
頁
）。

（
11
）　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
廣
池
が
「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
は
世
界
永
遠
の
平
和
の
実

現
の
基
礎
を
成
す
と
こ
ろ
の
一
つ
の
専
門
学
で
あ
っ
て
、
し
こ
う
し
て
本
書
は

そ
の
専
門
書
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
り
ま
す
。
故
に
、
本
書
中

に
一
々
平
和
の
字
句
は
な
く
と
も
、
全
篇
み
な
世
界
永
遠
の
平
和
実
現
の
方
法

を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。」（
廣
池
、
一
九
二
八
／
一
九
八
六
a
、
序
一
二

〇
頁
）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

（
12
）　

廣
池
（
一
九
二
八
／
一
九
八
七
）、
四
頁
。

（
13
）　

廣
池
（
一
九
二
八
／
一
九
八
七
）、
七
頁
。

（
14
）　

こ
こ
で
い
う
不
和
と
は
、
人
間
の
側
か
ら
自
然
（
山
川
・
草
木
・
海
、
そ

の
他
の
動
・
植
・
鉱
物
）
の
側
へ
の
一
方
的
な
破
壊
や
支
配
、
と
い
う
現
実
を

指
す
。
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（
15
）　

本
稿
で
は
「
自
然
」
を
「
天
地
間
に
お
の
ず
か
ら
存
在
す
る
山
川
・
草

木
・
海
な
ど
に
加
え
、
そ
こ
に
生
き
る
人
間
と
動
物
な
ど
を
含
め
た
森
羅
万
象

の
総
称
」
と
い
う
意
味
で
用
い
て
い
る
。
こ
の
定
義
を
念
頭
に
廣
池
及
び
モ
ラ

ロ
ジ
ー
の
自
然
観
を
検
討
す
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
研
究
対
象
と
す

る
「
自
然
」
の
定
義
の
範
囲
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
も
考
え
て
い
る
。
他
に
も

「
自
然
」
に
は
、「
お
の
ず
か
ら
そ
う
な
っ
て
い
る
さ
ま
（
じ
ね
ん
）」、「
お
の

ず
か
ら
な
る
生
成
・
展
開
に
よ
っ
て
成
り
い
で
た
状
態
」、「
人
の
力
で
は
予
測

で
き
な
い
こ
と
」
な
ど
と
い
っ
た
意
味
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
里
山
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
な
人
間
が
内
在
し
た
「
二
次
的
自
然
（hum

anized nature

）」（
尾
関

﹇
ほ
か
﹈
編
著
、
二
〇
〇
五
、
六
〇
│
六
一
頁
）
に
も
注
意
を
向
け
る
必
要
が

あ
る
。
本
稿
で
も
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
、
谷
川
講
堂
の
建
設
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
「
二
次
的
自
然
」
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
16
）　

廣
池
（
一
九
二
八
／
一
九
八
六
a
）、
序
一
二
九
頁
。

（
17
）　

廣
池
（
一
九
二
八
／
一
九
八
六
a
）、
序
一
三
一
頁
。

（
18
）　

立
木
（
一
九
九
六
）、
一
三
五
頁
。

（
19
）　

立
木
（
一
九
九
六
）、
一
三
五
頁
。

（
20
）　

こ
こ
で
の
「
人
類
の
生
存
を
左
右
す
る
深
刻
な
問
題
」
と
は
、「
地
球
環

境
問
題
」
を
指
す
。

（
21
）　

大
野
（
二
〇
〇
六
）、
二
三
五
頁
。

（
22
）　

以
上
、
伊
東
（
二
〇
一
〇
）、
三
八
│
三
九
頁
。

（
23
）　

伊
東
（
二
〇
一
一
）、
二
九
頁
。

（
24
）　

ラ
ヴ
ロ
ッ
ク
（
一
九
七
九
／
一
九
八
四
、
一
九
八
八
／
一
九
八
九
、
一
九

九
一
／
二
〇
〇
三
、
二
〇
〇
六
）。

（
25
）　

伊
東
（
二
〇
〇
八
）、
ヨ
コ
組
三
〇
頁
。

（
26
）　

カ
ウ
フ
マ
ン
（
一
九
九
五
／
二
〇
〇
八
）、
ヤ
ン
ツ
（
一
九
八
〇
／
一
九

八
六
）
な
ど
。

（
27
）　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
金
（
二
〇
一
七
）
は
、
廣
池
が
重
視
し
た
「
宇
宙
自

然
の
法
則
」
と
い
う
概
念
の
現
代
的
意
味
を
、
環
境
問
題
に
お
け
る
自
己
組
織

化
の
世
界
観
と
の
対
比
に
お
い
て
、
詳
細
に
検
討
し
て
お
り
、
本
稿
の
主
張
と

も
符
合
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
金
は
、
廣
池
の
思
想
に
お
け
る
、
宇
宙
自
然
の

「
進
化
」
と
い
う
面
と
、
自
然
と
人
間
の
「
調
和
」
あ
る
い
は
「
共
生
」
と
い

う
面
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、「
自
然
と
人
間
が
ど
の
よ
う

に
共
に
生
き
る
べ
き
か
」
と
い
う
点
に
は
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
る

（
金
、
ヨ
コ
組
、
三
六
頁
）。
こ
の
点
に
は
筆
者
も
基
本
的
に
同
意
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
廣
池
が
言
う
「
宇
宙
自
然
の
法
則
」
に
従
う
こ
と
を
、「
最
高
道

徳
」
の
実
行
と
捉
え
る
こ
と
が
可
能
な
ら
、
そ
の
「
最
高
道
徳
」
の
内
容
を
検

討
す
れ
ば
、
自
然
と
人
間
の
共
生
の
具
体
的
な
在
り
方
が
浮
か
び
上
が
る
可
能

性
が
高
い
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、
後
ほ
ど
廣
池
の
事
跡
を
検
討
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
然
と
人
間
、
さ
ら
に
超
越
的
存
在
と
の
「
共
生
」
の
在
り
方
を
考

察
す
る
。

（
28
）　

こ
れ
ら
に
加
え
て
、
現
代
か
ら
見
て
時
代
は
や
や
遡
る
が
、「
神
即
自
然

（D
eus seu N

atura

）」
と
い
う
概
念
で
知
ら
れ
る
十
七
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
の

哲
学
者
ス
ピ
ノ
ザ
（B

aruch de Spinoza, 1632

│1677

）
の
思
想
と
、
そ
の

系
譜
に
連
な
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
哲
学
者
ア
ル
ネ
・
ネ
ス
（A

rne N
aess, 1912

│

2009

）
ら
の
思
想
が
、
廣
池
の
思
想
（
自
然
観
）
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か

と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。
比
較
に
あ

た
っ
て
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
主
著
『
エ
チ
カ
│
倫
理
学
』（
ス
ピ
ノ
ザ
、
一
六
七

七
／
二
〇
一
一
a
、
一
六
七
七
／
二
〇
一
一
b
）
や
、
同
じ
く
ネ
ス
の
主
著

『
デ
ィ
ー
プ
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
は
何
か
│
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
共
同
体
・
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
』（N

aess, 1989/1990

）
等
を
中
心
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。

（
29
）　

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
後
ほ
ど
見
る
谷
川
講
堂
建
設
時
の
廣
池
の
事
跡
に
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も
通
じ
る
た
め
、
内
容
を
説
明
し
て
お
き
た
い
。
廣
池
は
ま
ず
、
施
設
の
中
心

を
定
め
た
。
そ
の
時
に
選
ば
れ
た
の
は
、
敷
地
を
覆
う
森
の
中
で
最
も
年
輪
を

重
ね
た
大
木
で
あ
っ
た
。
そ
の
大
木
の
根
元
に
神
壇
を
設
け
、
そ
の
前
に
大
講

堂
が
配
置
さ
れ
、
外
部
か
ら
訪
れ
る
人
は
、
そ
の
大
講
堂
に
向
か
っ
て
続
く
桜

並
木
に
誘
導
さ
れ
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
た
（
欠
端
、
一
九
九
一
、
三
一

頁
）。
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
土
地
で
最
も
大
き
な
木
の
根
元
に
神
壇
を
建
て
る

と
い
う
発
想
は
、
翌
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
の
秋
か
ら
は
じ
ま
る
谷
川
講

堂
建
設
時
に
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

（
30
）　

欠
端
（
一
九
九
一
）、
三
一
頁
。

（
31
）　

欠
端
（
一
九
九
一
）、
三
一
頁
。

（
32
）　

欠
端
（
一
九
九
一
）、
三
一
頁
。

（
33
）　

な
お
、
引
用
文
中
に
現
代
表
記
の
「
広
池
」
が
散
見
さ
れ
、
本
稿
で
使
用

し
て
い
る
「
廣
池
」
と
統
一
さ
れ
て
い
な
い
印
象
を
与
え
る
が
、
引
用
に
際
し

て
は
原
文
を
尊
重
し
、「
広
池
」
の
表
記
を
変
更
し
な
い
方
針
を
取
り
た
い
。

以
下
、
同
様
。

（
34
）　

大
野
（
二
〇
〇
六
）。

（
35
）　

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
出
版
部
編
（
一
九
六
七
）、
一
二
六
頁
。

（
36
）　

大
野
（
二
〇
〇
六
）、
二
三
四
頁
。

（
37
）　

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
出
版
部
編
（
一
九
六
七
）、
一
三
一
頁
。

（
38
）　

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
出
版
部
編
（
一
九
六
七
）、
一
三
四
頁
。

（
39
）　

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
編
（
二
〇
〇
一
）、
六
六
二
頁
。

（
40
）　

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
編
（
二
〇
〇
一
）、
六
六
二
頁
。

（
41
）　

廣
池
（
一
九
二
八
／
一
九
八
五
b
）、
一
九
一
│
一
九
四
頁
。

（
42
）　

目
黒
（
一
九
八
三
）。

（
43
）　

目
黒
（
一
九
八
三
）、
五
一
頁
。

（
44
）　

目
黒
（
一
九
八
三
）、
五
九
頁
。

（
45
）　

岩
佐
（
二
〇
一
一
）。

（
46
）　

岩
佐
（
二
〇
一
三
）。

（
47
）　

岩
佐
（
二
〇
一
三
）、
ヨ
コ
組
三
七
頁
。

（
48
）　

廣
池
（
一
九
二
八
／
一
九
八
五
b
）、
一
九
一
│
一
九
四
頁
。

（
49
）　

廣
池
（
一
九
二
八
／
一
九
八
五
b
）、
一
九
二
頁
。

（
50
）　

も
っ
と
も
、
自
然
保
護
思
想
の
進
ん
だ
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
法
律
上

の
犯
罪
に
も
抵
触
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
51
）　

廣
池
（
一
九
二
八
／
一
九
八
六
b
）、
一
〇
九
頁
。

（
52
）　

伊
東
（
二
〇
一
〇
）、
三
七
頁
。

（
53
）　

こ
の
関
連
で
、
仮
に
仏
教
を
例
に
考
え
れ
ば
、
大
乗
仏
教
を
重
視
し
た
廣

池
が
、
そ
の
特
色
で
あ
る
「
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
」
の
思
想
（
自
然
観
）
に
触

れ
て
い
た
こ
と
は
推
察
さ
れ
る
が
、
そ
の
点
に
関
し
て
も
実
証
的
研
究
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
廣
池
の
言
う
「
聖
人
」
が
誰
を
指
す
の
か
も
定
か
で

は
な
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
廣
池
の
場
合
、
こ
こ
で
の
「
聖
人
」
に
「（
現
神

と
し
て
の
）
天
照
大
神
」
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
う

な
れ
ば
、
例
え
ば
『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
自
然
観
を
、
廣
池

が
想
定
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
問
題
の
探
求
に
関
し
て
は
、
引
き

続
き
今
後
の
課
題
と
し
て
お
く
が
、
議
論
の
手
が
か
り
と
し
て
、「
精
神
革
命
」

と
環
境
変
動
の
関
わ
り
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
、
石
・
安
田
・
湯
浅
（
二

〇
一
三
）
の
中
の
「【
精
神
革
命
と
宗
教
・
哲
学
】
気
候
変
動
が
も
た
ら
し
た

釈
迦
と
キ
リ
ス
ト
の
出
現
」（
九
一
│
一
〇
〇
頁
） 

を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

（
54
）　

廣
池
（
一
九
二
八
／
一
九
八
六
b
）、
三
六
〇
│
三
六
一
頁
。

（
55
）　

廣
池
（
一
九
二
八
／
一
九
八
六
b
）、
三
六
〇
│
三
六
一
頁
。

（
56
）　

廣
池
（
一
九
二
八
／
一
九
八
六
b
）、
三
六
一
頁
。

（
57
）　

そ
の
厳
密
な
考
察
に
あ
た
っ
て
は
、
廣
池
の
神
観
と
伝
統
観
の
研
究
も
併

せ
て
必
要
と
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。
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（
58
）　

廣
池
（
一
九
二
八
／
一
九
八
六
a
）、
序
一
頁
。

（
59
）　

廣
池
（
一
九
二
八
／
一
九
八
五
a
）、
一
二
三
頁
。

（
60
）　

廣
池
の
神
（
本
体
）
論
は
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
カ
ン
ト
（Im

m
anuel 

K
ant, 1724

│1804

）
に
お
け
る
「
物
自
体
（D

ing an sich

）」
と
「
現
象

（E
rscheinung

）」
の
概
念
を
想
起
さ
せ
る
（「
我
々
は
こ
れ
に
よ
っ
て
現
象
0

0

の
認
識
に
達
し
得
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
決
し
て
物
自
体

0

0

0

を
認
識
し
得
る
も
の
で

な
い
」、
カ
ン
ト
、
一
七
八
五
／
一
九
七
六
、
一
五
一
頁
、
傍
点
原
文
）。
下
程

勇
吉
（
一
九
〇
四
│
一
九
九
八
）
は
カ
ン
ト
の
認
識
論
を
踏
ま
え
て
「
人
間
の

認
識
は
つ
ね
に
感
性
能
力
に
制
約
せ
ら
れ
、
存
在
自
体
に
は
及
ば
ず
、
そ
の
現

象
性
を
超
え
得
な
い
。
物
自
体
は
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
我
々
の
認
識
の
外
に
あ

る
。」（
下
程
、
一
九
四
六
、
一
三
五
頁
、
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
改
め
た
）
と
述

べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
下
で
見
る
と
お
り
、
神
の
存
在
や
本
質
を
合

理
的
に
知
る
方
法
と
し
て
、「
聖
人
の
教
説
と
実
行
」
を
そ
の
理
論
的
拠
り
所

と
し
た
点
で
、
廣
池
は
カ
ン
ト
と
異
な
る
独
創
的
な
立
場
に
立
っ
て
い
た
と
言

え
る
。

（
61
） 

廣
池
（
一
九
二
八
／
一
九
八
五
a
）、
一
七
〇
頁
。

（
62
） 

こ
れ
ら
の
章
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
主
な
諸
科
学
を
列
挙
す
れ
ば
、
哲

学
・
宗
教
学
・
宇
宙
論
・
人
類
学
・
生
物
学
・
進
化
論
・
地
球
環
境
学
（
自
然

界
と
人
類
と
の
関
係
）・
遺
伝
学
・
生
理
学
・
心
理
学
・
人
種
（
改
良
）
学
・

環
境
改
良
学
・
土
俗
学
・
考
古
学
・
法
制
史
・
犯
罪
学
・
骨
相
学
・
社
会
学
・

倫
理
学
・
歴
史
学
な
ど
で
あ
る
。
現
代
的
に
は
、
古
く
な
っ
た
考
え
方
や
問
題

点
を
含
む
も
の
も
あ
る
た
め
、
注
意
は
必
要
だ
が
、
こ
れ
だ
け
幅
広
い
学
際
的

な
視
野
は
注
目
に
値
す
る
。

（
63
） 

廣
池
（
一
九
二
八
／
一
九
八
五
a
）、
一
七
〇
頁
。

（
64
） 

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
あ
と
の
「
道
徳
」
の
実
行
論
へ
の
架
橋
に
関
す
る

記
述
（「
…
…
人
間
と
し
て
は
、
こ
の
宇
宙
自
然
の
法
則
に
従
わ
ね
ば
な
ら
ぬ

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
」）
は
、「
自
然
主
義
的
誤
謬
」
の
問
題
と
の
関
連

で
さ
ら
に
慎
重
な
議
論
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
65
） 

廣
池
（
一
九
二
八
／
一
九
八
六
a
）、
序
五
│
六
頁
。

（
66
） 

廣
池
（
一
九
二
八
／
一
九
八
五
a
）、
二
二
八
│
二
三
九
頁
、
下
程
（
二

〇
〇
五
）、
一
二
四
頁
。

（
67
） 

廣
池
（
一
九
二
八
／
一
九
八
六
a
）、
序
八
五
頁
。

（
68
） 

廣
池
（
一
九
二
八
／
一
九
八
六
a
）、
序
八
五
頁
。

（
69
） 

廣
池
（
一
九
二
八
／
一
九
八
六
a
）、
序
八
八
│
八
九
頁
。

（
70
） 

廣
池
（
一
九
二
八
／
一
九
八
六
a
）、
序
一
二
一
頁
。

（
71
） 

人
類
史
に
お
い
て
、「
聖
人
の
教
説
」
が
形
成
さ
れ
る
の
は
、
紀
元
前
五

世
紀
頃
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
人
類
の
「
神
を
認
む
る
能
力
」
が
獲

得
さ
れ
た
時
期
を
特
定
す
る
の
は
、
容
易
で
は
な
い
。
し
か
も
そ
の
「
神
」
を

認
め
る
能
力
が
、
自
然
信
仰
を
指
す
の
か
、
唯
一
神
へ
の
信
仰
を
指
す
の
か
で

も
、
時
期
は
異
な
っ
て
く
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
時
系
列

的
に
「
神
を
認
む
る
能
力
」
が
獲
得
さ
れ
た
時
期
は
、「
聖
人
の
教
説
」
が
形

成
さ
れ
た
時
期
よ
り
も
前
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
部
分
の
考
察

は
、Sharpe

（1975/1986

）、
ミ
ズ
ン
（
一
九
九
六
／
一
九
九
八
）、
デ
ネ
ッ

ト
（
二
〇
〇
六
／
二
〇
一
〇
）、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
（
二
〇
〇
二
／
二
〇
一
二
）

等
の
研
究
を
参
考
に
し
た
。

（
72
）　

廣
池
（
一
九
二
八
／
一
九
八
六
a
）、
序
一
二
一
頁
。

（
73
）　

廣
池
（
一
九
二
八
／
一
九
八
六
a
）、
序
一
二
一
頁
。

（
74
）　

こ
の
後
、「
創
造
」
と
「
進
化
」
と
は
、「
物
質
」
に
よ
っ
て
人
間
を
培
養

し
て
も
、
そ
の
効
果
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、「
聖
人
の
教
説
」
す
な
わ
ち

「
最
高
道
徳
」（
つ
ま
り
「
神
の
心
〈
宗
教
的
に
は
〉」
即
「
自
然
の
法
則
〈
学

問
的
に
は
〉」）
の
必
要
性
を
説
く
に
至
る
（
廣
池
、
一
九
二
八
／
一
九
八
六

a
、
序
一
二
一
│
一
二
二
頁
）。
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（
75
）　

廣
池
（
一
九
二
八
／
一
九
八
六
a
）、
序
一
二
四
頁
。

（
76
）　

他
に
も
、
先
に
挙
げ
た
第
三
緒
言
第
二
条
の
「
将
来
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

に
お
い
て
引
き
続
き
研
究
を
必
要
と
す
る
諸
項
目
の
大
要
」（
廣
池
、
一
九
二

八
／
一
九
八
六
a
、
序
一
二
九
頁
）
に
は
、
遺
伝
学
や
進
化
論
、
聖
人
研
究
、

（「
神
」
の
一
部
で
あ
る
）
人
間
の
肉
体
と
道
徳
・
信
仰
の
関
係
、
ま
た
は
そ
の

価
値
を
問
題
に
す
る
項
目
も
あ
る
が
、
本
章
で
は
超
越
的
存
在
と
自
然
と
人
間

の
関
係
性
、
す
な
わ
ち
事
実
関
係
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
価
値
や
行
為
の

問
題
を
も
並
行
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
そ
れ
ら
の
項
目
に
つ
い
て
は
今
後
の
検

討
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

（
77
）　

廣
池
自
身
の
言
葉
で
は
、「
神
〈
本
体
〉」
が
こ
れ
に
相
当
す
る
。

（
78
）　

廣
池
（
一
九
二
八
／
一
九
八
六
b
）、
三
九
七
│
三
九
八
頁
。

（
79
）　

今
後
は
、『
道
徳
科
学
の
論
文
』
第
一
章
以
降
の
記
述
に
お
け
る
超
越
的

存
在
と
自
然
と
人
間
の
関
係
性
、
さ
ら
に
「
自
然
の
法
則
」
に
従
う
と
い
う

「
最
高
道
徳
」
の
実
行
の
視
点
か
ら
、
廣
池
及
び
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
自
然
観
の
研

究
を
総
合
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。
そ
れ
ら
の
研
究
を
も
と
に
、「
最
高
道
徳
」

の
実
行
が
、
地
球
環
境
問
題
を
解
決
す
る
う
え
で
、
人
類
共
通
の
具
体
的
指
針

に
な
り
得
る
の
か
ど
う
か
を
検
討
し
よ
う
と
思
う
。

参
考
文
献
一
覧

和
文

石
弘
之
・
安
田
喜
憲
・
湯
浅
赳
男
（
二
〇
一
三
）『
新
版 

環
境
と
文
明
の
世
界
史

│
人
類
史
20
万
年
の
興
亡
を
環
境
史
か
ら
学
ぶ
』、
洋
泉
社
。

伊
東
俊
太
郎
（
二
〇
〇
八
）「
創
発
自
己
組
織
系
と
し
て
の
自
然
」『
モ
ラ
ロ
ジ
ー

研
究
』
№
62
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
、
ヨ
コ
組
一
│
三
四
頁
。

伊
東
俊
太
郎
（
二
〇
一
〇
）「『
精
神
革
命
』
と
自
然
の
問
題
│
廣
池
千
九
郎
の
意

義
」『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
№
65
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
、
二
九
│
三
九
頁
。

伊
東
俊
太
郎
（
二
〇
一
一
）「『
精
神
革
命
』
の
時
代
と
廣
池
千
九
郎
の
モ
ラ
ロ
ジ

ー
│
残
さ
れ
た
問
題
と
し
て
の
『
自
然
』」『
二
〇
〇
九
年
モ
ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス

国
際
会
議
報
告 

廣
池
千
九
郎
の
思
想
と
業
績
│
モ
ラ
ロ
ジ
ー
へ
の
世
界
の
評

価
』、
岩
佐
信
道
・
北
川
治
男
監
修
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
、
一
七
│
二
九
頁
。

伊
東
俊
太
郎
（
二
〇
一
三
）『
変
容
の
時
代
│
科
学
・
自
然
・
倫
理
・
公
共
』、
麗

澤
大
学
出
版
会
。

岩
佐
信
道
（
二
〇
一
一
）「
相
互
依
存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
生
き
る
人
間
の

モ
ラ
ル
と
し
て
の
最
高
道
徳
」、『
二
〇
〇
九
年
モ
ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
国
際
会
議

報
告 

廣
池
千
九
郎
の
思
想
と
業
績 

│
モ
ラ
ロ
ジ
ー
へ
の
世
界
の
評
価
』、
岩
佐

信
道
・
北
川
治
男
監
修
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
、
三
二
九
│
三
四
七
頁
。

岩
佐
信
道
（
二
〇
一
三
）「
相
互
依
存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
地
球
シ
ス
テ
ム
倫
理

そ
し
て
最
高
道
徳
」『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
№
71
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
、
ヨ

コ
組
二
一
│
三
八
頁
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
、
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ル
イ
ス
（
二
〇
〇
二
／
二
〇
一
二
）『
洞
窟
の

な
か
の
心
』、
港
千
尋
訳
、
講
談
社
。

大
野
正
英
（
二
〇
〇
六
）「
廣
池
博
士
の
自
然
観
」『
廣
池
千
九
郎
の
行
迹
77
篇
』、

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
出
版
部
編
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
、
二
三
四
│
二
三
六

頁
。

尾
関
周
二
﹇
ほ
か
﹈
編
著
（
二
〇
〇
五
）『
環
境
思
想
キ
ー
ワ
ー
ド
』、
青
木
書

店
。

カ
ウ
フ
マ
ン
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
（
一
九
九
五
／
二
〇
〇
八
）『
自
己
組
織
化
と
進

化
の
論
理
│
宇
宙
を
貫
く
複
雑
系
の
法
則
』、
米
沢
富
美
子
監
訳
、
筑
摩
書
房

（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）。

欠
端
實
（
一
九
九
一
）「
自
然
的
な
生
き
方
」『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
№
33
、
モ
ラ

ロ
ジ
ー
研
究
所
、
一
│
三
三
頁
。

カ
ン
ト
（
一
七
八
五
／
一
九
七
六
）『
道
徳
形
而
上
学
原
論
』、
篠
田
英
雄
訳
、
岩
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波
書
店
（
岩
波
文
庫
）。

金
聖
哲
（
二
〇
一
七
）「
廣
池
千
九
郎
の
宇
宙
自
然
の
法
則
の
現
代
的
意
味
│
環

境
問
題
に
お
け
る
自
己
組
織
化
の
世
界
観
か
ら
」『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
№
80
、

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
、
ヨ
コ
組
二
一
│
三
七
頁
。

下
程
勇
吉
（
一
九
四
六
）『
存
在
と
意
味
』、
秋
田
屋
。

下
程
勇
吉
（
二
〇
〇
五
）『
廣
池
千
九
郎
の
人
間
学
的
研
究
』、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究

所
。

ス
ピ
ノ
ザ
（
一
六
七
七
／
二
〇
一
一
a
）『
エ
チ
カ
│
倫
理
学
（
上
）』、
畠
中
尚

志
訳
、
岩
波
書
店
（
岩
波
文
庫
）。

ス
ピ
ノ
ザ
（
一
六
七
七
／
二
〇
一
一
b
）『
エ
チ
カ
│
倫
理
学
（
下
）』、
畠
中
尚

志
訳
、
岩
波
書
店
（
岩
波
文
庫
）。

竹
中
信
介
（
二
〇
一
八
）「『
世
代
間
倫
理
』
か
ら
『
継
世
代
倫
理
』
へ
│
比
較
文

明
学
・
人
間
学
・
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
視
点
か
ら
」『
麗
澤
大
学
大
学
院 

平
成
二
十

九
年
度
博
士
論
文
』、
麗
澤
大
学
大
学
院
言
語
教
育
研
究
科
比
較
文
明
文
化
専

攻
。

立
木
教
夫
（
一
九
九
六
）「
廣
池
千
九
郎
博
士
が
と
ら
え
た
『
自
然
の
法
則
』
│

『
自
然
』
と
『
道
徳
』
は
い
か
に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
」『
比
較
文
明
研
究
』

№
1
、
比
較
文
明
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
二
五
│
一
三
七
頁
。

立
木
教
夫
（
一
九
九
九
）「
廣
池
千
九
郎
博
士
の
道
徳
思
想
の
形
│
『
自
然
の
法

則
』
と
い
う
言
葉
の
比
較
構
造
分
析
を
通
し
て
」『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
№
46
、

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
、
一
│
三
六
頁
。

デ
ネ
ッ
ト
、
ダ
ニ
エ
ル
・
C
（
二
〇
〇
六
／
二
〇
一
〇
）『
解
明
さ
れ
る
宗
教
│

進
化
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
』、
阿
部
文
彦
訳
、
青
土
社
。

ヒ
ュ
ー
ム
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
（
一
七
四
〇
／
二
〇
一
二
）『
人
間
本
性
論 

第
三
巻 

道
徳
に
つ
い
て
』、
伊
勢
俊
彦
﹇
ほ
か
﹈
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
。

廣
池
千
九
郎
（
一
九
二
八
／
一
九
八
五
a
）『
新
版 

道
徳
科
学
の
論
文
』
第
七

冊
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
。

廣
池
千
九
郎
（
一
九
二
八
／
一
九
八
五
b
）『
新
版 

道
徳
科
学
の
論
文
』
第
八

冊
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
。

廣
池
千
九
郎
（
一
九
二
八
／
一
九
八
六
a
）『
新
版 

道
徳
科
学
の
論
文
』
第
一

冊
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
。

廣
池
千
九
郎
（
一
九
二
八
／
一
九
八
六
b
）『
新
版 

道
徳
科
学
の
論
文
』
第
九

冊
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
。

廣
池
千
九
郎
（
一
九
二
八
／
一
九
八
七
）『
新
版 

道
徳
科
学
の
論
文
』
第
四
冊
、

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
。

松
浦
勝
次
郎
（
一
九
九
二
）「『
自
然
の
法
則
』
に
つ
い
て 

│
そ
の
働
き
と
進
歩
」

『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
№
36
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
、
四
九
│
九
二
頁
。

松
浦
勝
次
郎
（
一
九
九
五
）「『
生
命
の
連
絡
』
と
『
自
然
力
』
の
研
究
」『
モ
ラ

ロ
ジ
ー
研
究
』
№
41
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
、
一
三
│
四
七
頁
。

松
浦
勝
次
郎
（
二
〇
〇
〇
a
）「
現
代
科
学
技
術
と
人
間
・
社
会
│
未
来
へ
向
け

て
科
学
技
術
を
よ
り
よ
く
生
か
す
た
め
に
」『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
№
47
、
モ

ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
、
一
│
三
〇
頁
。

松
浦
勝
次
郎
（
二
〇
〇
〇
b
）「
環
境
倫
理
の
基
本
的
課
題
│
自
然
の
生
存
権
の

問
題
を
中
心
に
」、『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
№
48
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
、
一
│

三
二
頁
。

水
野
治
太
郎
（
二
〇
〇
八
）『「
経
国
済
民
」
の
学
│
日
本
の
モ
ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
ノ
ー
ト
』、
麗
澤
大
学
出
版
会
。

ミ
ズ
ン
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
（
一
九
九
六
／
一
九
九
八
）『
心
の
先
史
時
代
』、
松
浦

俊
輔
﹇
ほ
か
﹈
訳
、
青
土
社
。

ム
ア
、
G
・
E
（
一
九
〇
三
／
二
〇
一
〇
）『
倫
理
学
原
理 

付
録:

内
在
的
価
値
の

概
念
／
自
由
概
念
』、
泉
谷
周
三
郎
﹇
ほ
か
﹈
訳
、
三
和
書
籍
。

目
黒
章
布
（
一
九
八
三
）「
広
池
博
士
の
自
然
観
」『
道
徳
・
教
育
・
経
済
』、
モ
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ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
研
究
部
編
、
広
池
学
園
出
版
部
、
三
五
│
六
一
頁
。

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
編
（
二
〇
〇
一
）『
伝
記 

廣
池
千
九
郎
』、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研

究
所
。

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
出
版
部
編
（
一
九
六
七
）『
谷
川
温
泉
の
由
来
』、
広
池
学
園

出
版
部
。

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
出
版
部
編
（
二
〇
〇
六
）『
廣
池
千
九
郎
の
行
迹
77
篇
』、
モ

ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
。

ヤ
ン
ツ
、
エ
リ
ッ
ヒ
（
一
九
八
〇
／
一
九
八
六
）『
自
己
組
織
化
す
る
宇
宙
│
自

然
・
生
命
・
社
会
の
創
発
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
』、
芹
沢
高
志
・
内
田
美
恵
訳
、
工

作
舎
。

ラ
ヴ
ロ
ッ
ク
、
J
（
一
九
七
九
／
一
九
八
四
）『
地
球
生
命
圏
│
ガ
イ
ア
の
科

学
』、
星
川
淳
訳
、
工
作
舎
。

ラ
ヴ
ロ
ッ
ク
、
J
（
一
九
八
八
／
一
九
八
九
）『
ガ
イ
ア
の
時
代
│
地
球
生
命
圏

の
進
化
』、
星
川
淳
訳
、
工
作
舎
。

ラ
ヴ
ロ
ッ
ク
、
J
（
一
九
九
一
／
二
〇
〇
三
）『
ガ
イ
ア
│
地
球
は
生
き
て
い

る
』、
松
井
孝
典
日
本
語
版
監
修
・
竹
田
悦
子
翻
訳
、
産
調
出
版
（
ガ
イ
ア
ブ

ッ
ク
ス
）。

ラ
ヴ
ロ
ッ
ク
、
J
（
二
〇
〇
六
）『
ガ
イ
ア
の
復
讐
』、
秋
元
勇
巳
監
修
・
竹
村
健

一
訳
、
中
央
公
論
新
社
。

欧
文

N
aess, A

rne

（1989/1990

）, E
cology, C

om
m

unity and Lifestyle: O
utline of 

an E
cosophy, trans. and rev. by D

avid R
oth

enberg, C
am

bridge: 

C
am

bridge U
niversity Press

（『
デ
ィ
ー
プ
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
は
何
か
│
エ

コ
ロ
ジ
ー
・
共
同
体
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
』、
斉
藤
直
輔
・
開
龍
美
翻
訳
、
文

化
書
房
博
文
社
﹇
ヴ
ァ
リ
エ
叢
書
﹈、
一
九
九
七
年
）.
Sharpe, E

ric J.

（1975/1986

）, C
om

parative R
eligion: A

 H
istory, G

erald 

D
uckw

orth

（Second E
dition

）.

付
記

本
稿
は
、
道
徳
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
「
現
代
倫
理
道
徳
研
究
会
」（
平
成
二
八

年
﹇
二
〇
一
六
﹈
七
月
六
日
）
及
び
「
研
究
セ
ン
タ
ー
ゼ
ミ
」（
平
成
二
八
年

﹇
二
〇
一
六
﹈
九
月
七
日
）
で
発
表
し
た
内
容
を
、
筆
者
の
博
士
論
文
（
平
成
三

〇
年
﹇
二
〇
一
八
﹈
三
月
受
理
）
の
第
四
章
（
竹
中
、
二
〇
一
八
、
一
一
九
│
一

四
六
頁
）
に
反
映
し
た
も
の
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
投
稿
に
あ
た

り
、
全
体
を
大
幅
に
修
正
し
た
。

（
キ
ー
ワ
ー
ド
：
廣
池
千
九
郎
、
自
然
観
、
科
学
と
宗
教
の
対
話
、
地
球
環
境
問

題
、
自
然
科
学
、
総
合
人
間
学
、
深
遠
の
信
仰
は
科
学
と
合
す
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
法

則
、
自
然
主
義
的
誤
謬
）




